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【単元 1】第 1章 水溶液とイオン （教科書 P.11～28） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・水溶液に電圧をかけ電流を流す実験を通して，水溶液には電流が流れるものと流れないものがあ

ることを見いだして理解する。また，電解質水溶液に電圧をかけ電流を流す実験を通して，電極

に物質が生成することからイオンの存在を知るとともに，イオンの生成が原子のなり立ちに関係

することを知る。あわせて，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技

能） 

・化学変化について，見通しをもって観察，実験などを行い，イオンと関連づけてその結果を分析

して解釈し，化学変化における規則性や関係性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり

返る。（思考・判断・表現） 

・水溶液とイオンに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うと

ともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化をイオンのモデルと関

連づけながら，原子のなり立ち

とイオンについての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

水溶液とイオンについて，見

通しをもって観察，実験など

を行い，イオンと関連づけて

その結果を分析して解釈し，

化学変化における規則性や関

係性を見いだして表現してい

るとともに，探究の過程をふ

り返るなど，科学的に探究し

ている。 

水溶液とイオンに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通し

をもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 水溶液と電流 

・「レッツ スタート！」水に電流が流れるか話し合う。 

・P.12 図 1，図 3 から，電流が流れる原因について話し

合う。 

・「？課題」水に電流が流れるのはどのようなときだろ

うか。 

・「実験１ステップ 1」水にとかす物質を選び，どのよ

うな水溶液にも電流が流れるかどうかを調べる実験の

計画などを話し合う。 

11～13 思  

キャ

リア

プラ

ンニ

ング

能力 

 

以下

キ 

水溶液に電流が流れる条件について，電流が流

れるときと流れないときのちがいに着目し，そ

れぞれの条件に共通することを見いだして表現

している。 

［発言分析］ 

これまでの経験や図３の

実験のようすから，電流

が流れる水溶液と流れな

い水溶液があることを見

いだし，それぞれの条件

に共通することを表現し

ている。 

ほかの生徒の気づいたこと

や疑問点を話し合ったうえ

で，再度，活動を行わせ，

自分が調べたいことを見つ

けることができるよう助

言・指導する。 

2 

【実験 1】電流が流れる水溶液 

・実験 1 を行い，どのような物質を水にとかしたら電流

が流れるかを調べる。 

・電極のまわりの変化も観察して記録する。 

・「基礎操作」レポートの書き方を確認する。 

・実験結果を発表し合い，電流が流れる水溶液と流れな

い水溶液とを区別し，変化のようすとあわせて表にま

とめる。 

・電解質と非電解質の説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

13～15 知 ○ 

課題

対応

能力 

 

以下

課 

実験結果から，電流が流れる水溶液と流れない

水溶液を区別し，変化のようすを正確に記録し

て，表にまとめている。 

［記述分析］ 

実験 1 を正しく行い，実

験結果について，電流が

流れるときと流れないと

きのそれぞれの電流計の

ふれ方，電流値，電極付

近のようすを整理して示

している。 

電流計の針のふれ方を観察

することで，電流が流れた

か，流れなかったかを整理

して記録するよう助言・指

導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

第 2 節 電解質の水溶液の中で起こる変化 

・「レッツ スタート！」電流が流れた水溶液に共通する

電極付近の変化について話し合う。 

・「？課題」電解質の水溶液に電流が流れるとき，水溶

液の中ではどのような変化が起こっているだろうか。 

・「予想しよう」塩化銅水溶液に電流を流したときの電

極付近での変化を予想する。 

【実験 2】塩化銅水溶液の電気分解 

・実験 2 を行い，塩化銅水溶液に電流を流したときに起

こる変化を考える。 

・「考察しよう」実験結果から，電極に付着した物質が

何かを，理由とともに考える。 

16～18 思  キ 

塩化銅水溶液に電流を流したときに電極付近で

起こる変化のようすから，電極に付着した物質

が何かを，理由とともに考えて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

塩化銅水溶液に電流を流

したときに電極付近で起

こる変化を予想し，見通

しをもって実験を行い，

電流を流したときに電極

付近で起こる変化を科学

的に考察して表現してい

る。 

電極付近の変化のようすに

着目させ，何が起きている

かを考えるよう助言・指導

する。 

4 

・塩化銅水溶液に電流を流すと，銅と塩素に分解されるこ

との説明を聞く。 

・塩化銅水溶液の電気分解を化学反応式で表す。 

・「モデルを使って考察しよう」塩化銅水溶液を電気分

解すると，陰極に銅が付着し，陽極から塩素が発生す

る理由を粒子モデルを用いて考える。 

・自分の考えを班内で発表し，ホワイトボードなどを用

いて班で考察をまとめる。 

・ほかの班やクラス全体で意見交換を行い，最後に教員

からコメントを受ける。 

・自分の考察をふり返って修正する。 

18～19 思 ○ 

自己

理

解・

自己

管理

能力 

 

以下 

自 

塩化銅水溶液の電気分解における各電極で起こ

る変化を，科学的に考察している。 

［行動観察・記述分析］ 

実験結果をもとに，塩化

銅水溶液の電気分解にお

ける各電極で起こる変化

を，粒子モデルを用いて

図示し，科学的に考察

し，ほかの生徒に説明し

ている。 

塩化銅水溶液にふくまれる

銅イオンと塩化物イオンが

各電極付近で何に変化した

かに着目し，変化を表現で

きるよう助言・指導する。 

5 

・P.20 図 1 の考察の例をもとに，塩化銅水溶液の中の，

電気を帯びた銅原子のもと，塩素原子のもとの説明を

聞く。 

・塩酸の電気分解についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

20～21 知 ○ 課 

P.16 の「？課題」に対して，指定されたキーワ

ードを用いて，説明している。 

[記述分析] 

電解質水溶液に電流が流

れるときの変化につい

て，「陰極，陽極，＋の

電気を帯びた粒子，－の

電気を帯びた粒子」とい

うキーワードとこれまで

の学習内容をもとに，論

理立てて説明している。 

塩化銅水溶液の電気分解，

P.21 に示されている塩酸

の電気分解の共通点を見い

だすよう助言・指導する。 

6 

第 3 節 イオンと原子のなり立ち 

・「レッツ スタート！」Na+や K+とは何かについて話し

合う。 

・原子は，原子核と電子からできていることについての

説明を聞く。 

・原子には＋の電気を帯びた陽子と－の電気を帯びた電

子があり，陽子と電子の数が等しいので，原子は全体

として電気を帯びていない状態であることについての

説明を聞く。 

・原子核の中には中性子をふくむ物質があることについ

ての説明を聞く。また，同じ物質の原子の中には中性

子の数が異なるものがある場合があることについての

説明を聞く。 

・「？課題」原子が電気を帯びるとすれば，どのような

22 知  課 

原子の構造や，原子が電気を帯びるときの状態

を理解している。 

[発言分析・記述分析] 

原子の構造を理解したう

えで，電子を失ったり，

受けとったりすること

で，原子が電気を帯びた

イオンになることを説明

している。 

P.22図 2に示されるような

原子の構造を図示し，電子

を失ったり，受けとったり

したときの陽子と電子の数

のバランスに着目するよう

助言・指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

状態だと考えられるだろうか。 

7 

・原子が電気を帯びたものをイオンということについて

の説明を聞く。 

・イオンを表す化学式についての説明を聞く。 

・イオンの表し方と読み方についての説明を聞く。 

・「ここがポイント」イオンのでき方についての説明を

聞き，理解する 

・代表的なイオンについての説明を聞く。 

23～24 知  

人間

関係

形

成・

社会

形成

能力 

 

以下 

人 

イオンのでき方を理解し，イオンを，化学式を

用いて表すことができる。 

[記述分析] 

P.24 に示される代表的な

陽イオン，陰イオンにつ

いて，そのでき方を説明

しており，化学式で表す

ことができる。 

陽子は＋の電荷をもち，電

子は－の電荷をもつことか

ら，電荷のバランスを考え

るよう助言・指導する。 

8 

・第１章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

25～28 

知 〇 人 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

 

第１章の内容について、

知識に関する試験問題を

４5％以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

思 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

知識に関する試験問題を

４5％以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

態 ○ 自 

今までの学習をふり返り，身のまわりに存在す

るイオンについて，考えようとしている。 

[行動観察，記述分析] 

学習した銅イオンや塩化

物イオン以外にも，身の

まわりに存在するイオン

の具体例をあげ，ねばり

強く考えようとしてい

る。 

スポーツドリンクなどの成

分表示を見せ，イオンがふ

くまれていることを確認

し，ほかに同様の例がない

か助言・指導する。 

 

【単元 1】第 2章 酸，アルカリとイオン （教科書 P.29～46） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・酸とアルカリの性質を調べる実験を通して，酸とアルカリのそれぞれの特性が水素イオンと水酸

化物イオンによることを知る。また，中和反応の実験を通して，酸とアルカリを混ぜると水と塩

が生成することを理解する。あわせて，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。

（知識・技能） 

・化学変化について，見通しをもって観察，実験などを行い，イオンと関連づけてその結果を分析

して解釈し，化学変化における規則性や関係性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり

返る。（思考・判断・表現） 

・水溶液とイオンに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うと

ともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化をイオンのモデルと関

連づけながら，酸・アルカリ，

中和と塩についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

水溶液とイオンについて，見

通しをもって観察，実験など

を行い，イオンと関連づけて

その結果を分析して解釈し，

化学変化における規則性や関

係性を見いだして表現してい

るとともに，探究の過程をふ

り返るなど，科学的に探究し

ている。 

水溶液とイオンに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通し

をもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 酸性やアルカリ性の水溶液の性質 

・「レッツ スタート！」酸性とアルカリ性の水溶液の

区別のしかたについて話し合う。 

・「？課題」酸性の水溶液やアルカリ性の水溶液には，

それぞれどのような性質があるだろうか。 

・「調べ方を考えよう」酸性の水溶液とアルカリ性の水

溶液の性質を調べる方法について話し合い，実験の計

画を立てる。 

29～30 知  キ 

身近な酸性，アルカリ性の水溶液の例をあげ，

これまでに学んだことをもとに，それらの水溶

液の性質を調べる方法について話し合い，実験

の計画を立案している。 

[行動観察・記述分析] 

身近な酸性，アルカリ性

の水溶液の例を多数あげ

ることができ，それらの

水溶液の性質を調べる方

法について，適切な方法

を具体的に計画してい

る。 

身近な酸性，アルカリ性の

水溶液（酢やアンモニア水

など）について例をあげ，

それらの性質のちがいにつ

いて，小学校や1年次の学

習内容を思い出せるよう助

言・指導する。 

2 

【実験 3】酸性，アルカリ性の水溶液の性質 

・実験 3 を行い，酸性の水溶液とアルカリ性の水溶液の

性質を調べ，酸性・アルカリ性それぞれの水溶液に共

通する性質を見つける。 

31 態 ○ 課 

酸性，アルカリ性の水溶液の性質を関心をもっ

て調べ，酸性，アルカリ性それぞれの水溶液に

共通する性質を科学的に探究しようとしてい

る。 

[行動観察・記述分析] 

酸性，アルカリ性の水溶

液の性質を関心をもって

調べ，酸性，アルカリ性

それぞれの水溶液に共通

する性質を科学的に探究

し，ねばり強く考えよう

としている。 

酸性，アルカリ性の水溶液

の性質を調べることに進ん

でかかわるようにうなが

し，酸性，アルカリ性それ

ぞれの水溶液に共通する性

質をまずは 1 つ見つけるこ

とができるよう助言・指導

する。 

3 

・実験結果や P.32 表１から，酸性の水溶液やアルカリ

性の水溶液それぞれに共通する性質について説明を聞

く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

32～33 思  課 

酸性，アルカリ性の水溶液それぞれに共通する

性質について，実験結果を整理し，自分の考え

を表現している。 

[発言分析・記述分析] 

酸性，アルカリ性の水溶

液それぞれに共通する性

質について，4 項目の実

験結果を整理し，自分の

考えをふまえて表現して

いる。 

P.32 を見本として，実験

結果を表にまとめられるよ

うに支援し，そこから共通

点が見いだせるよう助言・

指導する。 

4 

第 2節 酸性，アルカリ性の正体 

・「レッツ スタート！」酸性やアルカリ性の水溶液が

それぞれに共通の性質を示す原因について話し合う。 

・酸性やアルカリ性を示す物質の化学式から共通して存

在するものについて考える。 

・「？課題」酸性やアルカリ性の水溶液には，それぞれ

何が共通して存在しているだろうか。 

・酸性，アルカリ性の水溶液が電解質の水溶液であった

ことを思い出す。 

・「課題に対する自分の考えは？」さまざまな酸性やア

ルカリ性にとけている物質を化学式で考え，共通する

イオンを考える。 

34 知 ○ 課 

酸性，アルカリ性の水溶液にとけている物質の

化学式を書き，この化学式から共通して存在す

るものを，理由をあげて予想している。 

[発言分析・記述分析] 

酸性，アルカリ性の水溶

液にとけている物質の化

学式を正しく書いてい

る。そして，化学式か

ら，酸性の水溶液には

H+，アルカリ性の水溶液

には OH－が共通して存在

することを予想してい

る。 

化学式が正しく書けない場

合は第 2 学年の学習内容を

ふり返りながら助言・指導

する。イオンが正しく書け

ない場合は前章の学習内容

をふり返りながら助言・指

導する。 

5 
【実験 4】酸性・アルカリ性を示すものの正体  

・実験 4 を行い，酸性・アルカリ性を示すものの正体に
35 思 ○ 課 

酸性・アルカリ性を示すものの正体について，

実験結果から自分の考えをまとめて，表現して

実験結果をもとに，酸性

を示すものの正体が H+で

H+が陰極に移動している

こと，OH－が陽極に移動



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

ついて考える。 いる。 

[記述分析] 

あること，アルカリ性を

示すものの正体が OH－で

あることを見いだして表

現している。 

していることと酸性，アル

カリ性を関連づけるほかの

生徒の発表を聞いたうえ

で，再度，実験結果を確認

させ，的確にまとめられる

よう助言・指導する。 

6 

・実験結果やP.36図 3から，酸についての説明を聞く。 

・実験結果や P.37 図 5 から，アルカリについての説明

を聞く。 

・代表的な酸とアルカリについての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・酸性やアルカリ性には強弱があることに気づき，pH

と指示薬の色の変化，身近な食品や製品の pH 値の説

明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

36～39 思  課 

代表的な酸，アルカリについて，それぞれの酸

性，アルカリ性の強さを pH と関連づけて表現

している。 

[発言分析・記述分析] 

酸，アルカリの定義につ

いて理解したうえで，酸

性やアルカリ性には強弱

があることに気づき，pH

と指示薬の色の変化を関

連づけて表現している。 

実験結果をもとに，酸，ア

ルカリの定義を再確認さ

せ，身のまわりの水溶液の

酸性，アルカリ性の強さの

ちがいについて，いくつか

例示したうえで pH との関

連性について助言・指導す

る。 

7 

第 3 節 酸とアルカリを混ぜ合わせたときの変化 

・「レッツ スタート！」強い酸性の土壌に消石灰をま

く理由について話し合う。 

・「？課題」酸の水溶液にアルカリの水溶液を加えてい

くと，どのような変化が起きるだろうか。 

・「基礎操作」こまごめピペットの使い方についての説

明を聞く。 

【実験 5】酸とアルカリを混ぜ合わせたときの変化 

・実験 5 を行い，塩酸と水酸化ナトリウム水溶液を混ぜ

合わせたときにどのような変化が起きているのかを調

べる。 

40～41 知 ○ 自 

中和の実験操作における基本的な技能を身につ

けており，実験結果を正しく記録している。 

[行動観察] 

こまごめピペットの操作

など，実験操作における

基本的な技能が身につい

ている。また，実験結果

を正しく記録している。 

実験操作の技能を身につけ

ているほかの生徒のようす

を見て，実験操作を正しく

行えるよう助言・指導す

る。また，実験結果を正し

く記録できるよう助言・指

導する。 

8 

・中和についての説明を聞く。 

・「モデルを使って考察しよう」塩酸に水酸化ナトリウ

ム水溶液を加えていくときのようすをイオンのモデル

で表すとどうなるか考える。 

・中和と中性についての説明を聞く。 

・塩についての説明を聞く。 

42～43 態 ○ 人 

中和のしくみについて，イオンのモデルを用い

て，関心をもって考えようとしている。 

[行動観察・記述分析] 

中和のしくみについて，

塩酸に水酸化ナトリウム

水溶液を加えていったと

きのようすをイオンのモ

デルで表す活動に進んで

かかわり，話し合いなが

らねばり強く考えようと

している。 

塩酸と水酸化ナトリウムの

中和反応について，化学反

応式が書けているかどうか

を確認する。そのうえで，

ほかの生徒の考えを聞いた

り，対話したりして，課題

の解決に向けてとり組むこ

とができるよう支援する。 

9 

・第２章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 
44～46 知 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

 

第２章の内容について、

知識に関する試験問題を

４5％以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第２章の内容について、

知識に関する試験問題を

４5％以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

態 〇 人 

実験で行った以外の中和反応や水にとけない塩

を理解している。 

[発言分析・ペーパーテスト] 

実験で行った以外のさま

ざまな中和反応につい

て，化学反応式にもとづ

いて説明している。ま

た，水にとける塩だけで

なく，とけない塩がある

ことを説明している。 

中和反応を起こす酸，アル

カリについて化学式が正し

く書けているか確認し，支

援する。そのうえで，化学

反応式は陽イオンと陰イオ

ンの組みかえ反応であるこ

とを再確認するよう助言・

指導する。 

  



 

【単元 1】第 3章 化学変化と電池 （教科書 P.47～65） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・金属を電解質水溶液に入れる実験を通して，金属によってイオンへのなりやすさが異なることを

見いだして理解する。また，電解質水溶液と 2種類の金属などを用いた実験を通して，電池の基本

的なしくみを理解するとともに，化学エネルギーが電気エネルギーに変換されていることを知

る。あわせて，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・化学変化について，見通しをもって観察，実験などを行い，イオンと関連づけてその結果を分析

して解釈し，化学変化における規則性や関係性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり

返る。（思考・判断・表現） 

・化学変化と電池に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うと

ともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

化学変化をイオンのモデルと関

連づけながら，金属イオン，化

学変化と電池についての基本的

な概念や原理・法則などを理解

しているとともに，科学的に探

究するために必要な観察，実験

などに関する基本操作や記録な

どの基本的な技能を身につけて

いる。 

化学変化と電池について，見

通しをもって観察，実験など

を行い，イオンと関連づけて

その結果を分析して解釈し，

化学変化における規則性や関

係性を見いだして表現してい

るとともに，探究の過程をふ

り返るなど，科学的に探究し

ている。 

化学変化と電池に関する事物・

現象に進んでかかわり，見通し

をもったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 電解質の水溶液の中の金属板と電流 

・「レッツ スタート！」果物電池から気づいたことにつ

いて話し合う。 

・「？課題」どのような金属板と水溶液の組み合わせな

らば，電流をとり出すことができるだろうか。 

・「予想しよう」電流がとり出せる金属板と水溶液の組

み合わせを予想し，その理由についても考える。 

【実験 6】電流をとり出すために必要な条件 

・実験 6 を行い，電流をとり出すことができる条件を調

べる。あわせて，金属板の表面を観察する。 

・金属板の組み合わせや水溶液を変えて，電極間の電圧

を計る。 

47～49 思  キ 

実験 6 において，どちらが＋極，－極になるか

は 2 種類の金属の組み合わせによって決まるこ

とや，組み合わせる金属と生じる電圧との関係

を見いだしている。 

[発言分析・記述分析] 

実験結果をもとに話し合

い，組み合わせる 2 種類

の金属と生じる電圧との

関係や，＋極，－極の関

係について見いだして，

論理立てて表現してい

る。 

複数の実験結果を考察する

ことが苦手な生徒もいるた

め，まずは2種類の金属で

実験を行い，生じる電圧と

＋極，－極の関係を判断し

て考察できるよう支援す

る。 

2 

・実験結果について話し合い，電流をとり出す条件に気

づく。あわせて，－極では金属板がとけ，＋極では気

体が発生することに気づく。 

・電池についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

50～51 知 ○ 課 

電池に共通する電極の変化を見いだし，電池が

どのような装置であるかを理解している。 

[発言分析・記述分析] 

気体が発生する，電極が

とけだすという電池に共

通する電極の変化を見い

だし，電池は内部で化学

変化を起こして，化学エ

ネルギーを電気エネルギ

ーに変換する装置である

ことを説明している。 

実験結果について，自分の

言葉でまとめて発表するこ

とが苦手な生徒には，ほか

の生徒との意見交換で発表

内容をまとめるよう助言・

指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

第 2 節 金属のイオンへのなりやすさのちがいと電池の

しくみ 

・「レッツ スタート！」P.52 図 1 と実験 6 の結果から

わかることを考え，話し合う。 

・P.52図 1の金属板表面で起きている変化について説明

を聞く。 

・「？課題」金属によって陽イオンへのなりやすさに差

はあるのだろうか。 

・「調べ方を考えよう」金属の陽イオンへのなりやすさ

を簡単に調べる方法について考える。 

【実験 7】金属のイオンへのなりやすさの比較 

・実験 7 を行い，銅，マグネシウム，亜鉛の 3 種類の金

属のイオンへのなりやすさを調べる。 

52～53 思 〇 課 

金属のイオンへのなりやすさを調べる方法につ

いて，見通しをもって実験を計画している。ま

た，実験結果から，金属のイオンへのなりやす

さについて科学的に考察して判断している。 

[発言分析・記述分析] 

P.52 図 1～図 3 をもと

に，3 種類の金属と硫酸

塩水溶液との組み合わせ

を考え，見通しをもって

実験を計画している。ま

た，実験結果から，3 種

類の金属のイオンへのな

りやすさについて科学的

に考察して判断してい

る。 

複数の実験結果を考察する

ことが苦手な生徒もいるた

め，まずは 2 種類の金属で

実験を行い，どちらがイオ

ンになりやすいかを判断し

て考察できるよう支援す

る。 

4 

・実験 7 の結果について，金属板表面での反応の説明を

聞き，イオンのモデルと関連させて理解する。 

・「探究をふり返ろう」実験 7と P.54図 1，図 2をふり

返り，銀のイオンへのなりやすさについて考える。あ

わせて，P.55 図４の反応をモデルで表す。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

54～55 知  自 

金属のイオンになりやすさのちがいを，イオン

や電子のモデルと関連づけて理解している。 

[発言分析・記述分析] 

2 種類の金属のイオンに

なりやすさを比べるとき

に，イオンになりやすい

方の金属が電子を放出し

てイオンになり，イオン

になりにくい方の金属が

電子を受けとって金属に

なることを，イオンや電

子のモデルと関連づけて

説明している。 

それぞれの金属がどんなイ

オンになるのか，また，化

学式を正しく理解できてい

るかを確認する。そして，

イオンになりやすい金属の

方が電子を放出してイオン

になることを理解できるよ

う助言・指導する。 

5 

・「モデルを使って考察しよう」うすい塩酸に亜鉛板と

銅板を入れた電池の中で起こっていることをイオンや

電子のモデルを使って考え，話し合う。 

・うすい塩酸に亜鉛板と銅板を入れた電池の電極表面の

反応や電池全体のモデルについて，説明を聞く。 

・「ここがポイント」P.57図 3の電池の問題点について

の説明を聞き，理解する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

56～57 態 ○ 課 

塩酸に亜鉛板と銅板を入れた電池の中で起こっ

ていることを，イオンや電子のモデルを用いて

表現しようとしている。 

[行動観察・記述分析] 

塩酸に亜鉛板と銅板を入

れた電池の中で起こって

いることを，話し合いな

がらねばり強く考え，イ

オンや電子のモデルを用

いて表現しようとしてい

る。 

塩酸に亜鉛板と銅板を入れ

た電池の中で起こっている

ことを，まずは文章で表現

させる。その後，＋極，－

極での反応を化学反応式で

表現させ，最後にイオンや

電子のモデルで表現できる

よう助言・指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

6 

第 3 節 ダニエル電池 

・「レッツ スタート！」P.57 の電池とダニエル電池を

比較し，共通点と相違点について考え，話し合う。 

・ダニエル電池がボルタ電池の構造と比較して優れてい

る点を考える。 

・「？課題」ダニエル電池はどのようなしくみで電流を

とり出しているだろうか。 

【実験 8】ダニエル電池の作製 

・実験 8 を行い，電流をとり出すしくみを考える。ま

た，P.57 の電池の性質と比較する。 

58～59 思  課 

ダニエル電池の＋極と－極での反応に着目し，

気づいたことを記録している。また，P.57 の電

池と比較して優れている点を具体的に考察して

いる。 

[記述分析] 

ダニエル電池の＋極と－

極での反応に着目し，気

づいたことを記録してい

る。また，P.57 の電池の

構造などと比較して，水

素が発生しない，電圧が

安定しているなどの優れ

ている点を考察してい

る。 

前時の学習内容をふり返り

ながら，作製したダニエル

電池と比較し，ほかの生徒

と意見交換させることで考

察できるよう助言・指導す

る。 

7 

・実験結果について，ダニエル電池の－極表面，＋極表

面での反応をイオンと電子のモデルで考え，話し合

う。 

・－極での反応，＋極での反応について説明を聞く。 

・ダニエル電池の改良点について考える。（持ち運びが

難しい，充電が難しいなど） 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

60～61 態 ○ 課 

ダニエル電池の中で起こっていることをイオン

や電子のモデルを用いて表現しようとしてい

る。また，その改良点や「学びをいかして考え

よう」について科学的に考えようとしている。 

[行動観察・記述分析] 

ダニエル電池の中で起こ

っていることを，話し合

いながらねばり強く考

え，イオンや電子のモデ

ルを用いて表現しようと

している。また，その改

良点や「学びをいかして

考えよう」について科学

的に考えようとしてい

る。 

ダニエル電池の中で起こっ

ていることを，まずは文章

で表現させる。その後，＋

極，－極での反応を化学反

応式で表現させ，最後にイ

オンや電子のモデルで表現

できるように助言・指導す

る。 

8 

第 4 節 身のまわりの電池 

・「レッツ スタート！」身のまわりで使用されている電

池について話し合う。 

・「？課題」身のまわりの電池はどのような機器に，ど

のような目的で使われるだろうか。 

・日常生活で使われている一次電池として，マンガン乾

電池，アルカリ電池，リチウム電池，酸化銀電池，空

気電池について説明を聞く。 

・日常生活で使われる二次電池として，鉛蓄電池，リチ

ウムイオン電池，ニッケル水素電池について説明を聞

く。 

62～63 知  人 

身のまわりで利用されているさまざまな電池と

その用途について理解している。 

[発言分析・記述分析] 

身のまわりで利用されて

いる電池とその利用例を

具体的に説明している。

また，その用途ごとの特

性について説明してい

る。 

身のまわりの電気製品のう

ち，電池を使用している物

について例をあげさせる。

そして，その用途に応じた

電池の使い分けについて，

まずは電池の大きさに着目

するよう助言・指導する。 

9 

・燃料電池について説明を聞く。（燃料電池を実際につ

くり，実験をしてみてもよい） 

・環境への影響や持続的な社会を形成していく視点から

電池の利用を考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

63～65 思 ○ 人 

燃料電池と，環境や持続可能な社会形成とを関

連づけて科学的に考えている。 

[発言分析・記述分析] 

燃料電池について，その

しくみと環境への影響や

持続可能な社会を形成し

ていく視点とを関連づけ

て科学的に考えている。 

燃料電池について，メリッ

ト（二酸化炭素を排出しな

い，音がしないなど）とデ

メリット（水素を使うため

あつかうのが難しい，高

価，水素ステーションが少

ないなど）を具体的に比較

させて，環境への影響や持

続可能な社会を形成してい

く視点と関連づけられるよ

う助言・指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

10 

・単元のまとめ 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 
 態 〇 自 

これまでの学習を理解して進んで学ぼうとして

いるか。 

[発言分析・記述分析] 

化学変化に関する事物・

現象に進んでかかわり，

科学的に探究しようとす

る態度を養うとともに，

自然を総合的に見ること

ができる。 

今まで学んだことの振り返

りを行い、理解度を確認

し、学習内容が定着してい

ないところを指導・助言す

る。 

11 

・単元１テスト 

 

 

知 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元１の内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

思 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元１の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

【単元 2】第 1章 生物の成長と生殖 （教科書 P.77～94） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・生物の成長とふえ方に関する事物・現象の特徴に着目しながら，生物の成長とふえ方について理

解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・生物の成長とふえ方について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行い，

その結果を分析して解釈し，生物の成長とふえ方についての特徴や規則性を見いだして表現す

る。（思考・判断・表現） 

・生物の成長とふえ方に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と，

生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができ

るようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

生物の成長とふえ方に関する事

物・現象の特徴に着目しなが

ら，細胞分裂と生物の成長，生

物のふえ方についての基本的な

概念や原理・法則などを理解し

ているとともに，科学的に探究

するために必要な観察，実験な

どに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけてい

る。 

生物の成長とふえ方につい

て，観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解

釈し，生物の成長とふえ方に

ついての特徴や規則性を見い

だして表現しているととも

に，探究の過程をふり返るな

ど，科学的に探究している。 

生物の成長とふえ方に関する事

物・現象に進んでかかわり，見

通しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しようと

している。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 生物の成長と細胞の変化 

・「レッツ スタート！」タマネギの成長している根の細

胞について考え，話し合う。 

・「？課題」生物が成長するとき，細胞はどのように変

化するのだろうか。 

・「比べよう」P.79 図 3○A ～○D の細胞を比べ，細胞の大

きさ，核の形などがどのように異なるかを話し合う。 

・図 3 の○D の部分では，細胞に何が起きているのかを推

論し，発表する。 

77～79 知  キ 

生物が成長するときの細胞の変化について理解

している。 

［発言分析・行動観察］ 

生物が成長するとき，体

細胞分裂を行うことを理

解し，その際に細胞の中

に見られるひものような

ものを染色体とよぶこと

を理解している。 

P.79図3タマネギの根の断

面の顕微鏡写真などを用い

て，根元に近い部分と先端

に近い部分では細胞の何が

変化しているかに注目して

考えるよう助言する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

2 

・P.80 の模式図を見ながら，体細胞分裂では，もとの細

胞と同質の 2 つの細胞ができることを知る。 

【観察 1】体細胞分裂の観察 

・観察 1 を行い，体細胞分裂が行われている細胞をさが

してそのようすをスケッチする。 

・スケッチした細胞を染色体のようすや細胞の大きさに

注目して，細胞分裂の順に並べる。 

80～81 知 〇 人 

顕微鏡を正しく操作して観察し，観察した細胞

の特徴について，スケッチや文章で適切に記録

している。 

［行動観察・記述分析］ 

顕微鏡を正しく操作して

観察を行い，いくつかの

体細胞分裂の段階をとら

えたスケッチや文章で，

観察結果を適切に表現し

ている。 

顕微鏡の操作が正しくでき

ていない場合は，明るさの

調整や低倍率から順にピン

トを合わせることなど，操

作の手順を確認できるよう

支援する。体細胞分裂をし

ている細胞を観察できてい

ない場合は，教科書で図を

確認したり，観察できてい

る生徒のものを確認したり

するよう助言・指導する。 

3 

・細胞分裂の過程があることを理解し，各過程で起こっ

ていることを P.82 図 1 を見て理解する。 

・細胞分裂の動画（D マークコンテンツ）を見て，細胞

分裂のときに染色体はどのような動きをするのかを確

認する。 

・これまでの学習をもとに，生物が成長するときの細胞

の変化を説明する。 

82～83 知  自 

体細胞分裂の過程を理解し，生物が成長すると

きの細胞の変化を理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

体細胞分裂がどのような

過程で行われるか，生物

が成長するときに細胞が

どのように変化するかを

説明している。 

図などの資料を用いて，体

細胞分裂の過程をていねい

に説明する。 

4 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・植物と動物の細胞分裂が起こる部分を予想する。 

・P.83 図 2，図 3 を見ながら，細胞分裂が起こる部分に

ついての説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

83 思  人 

植物と動物の細胞分裂が起こる部分や，植物と

細胞の細胞分裂の共通点・相違点について考

え，表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

植物と動物の細胞分裂が

起こる部分を予想し，自

分の考えを具体的に説明

している。また，P.83 図

4 をもとに，植物と動物

の細胞分裂を比較し，共

通点と相違点について考

え，表現している。 

第 2 学年で学習した維管束

などの言葉を思い出させ，

P.83 図 2，図 3 などの資料

を用いて，体細胞分裂が起

きている部分をていねいに

説明する。 

5 

第 2 節 無性生殖 

・「レッツ スタート！」ゾウリムシはどのようにふえる

のか考え，話し合う。 

・単細胞生物がどのようにして新しい個体をつくるのか

を考え，発表する。 

・「？課題」無性生殖は，どのような生殖だろうか。 

・ P.84図 2，P.85図 3～図 5を見ながら，動物と植物の

無性生殖についての説明を聞く。 

・分裂，出芽，栄養生殖の共通点・相違点から無性生殖

について考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

84～85 知  課 

無性生殖とはどのような生殖なのか理解してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

無性生殖は受精を行わな

い生殖で，その中には，

分裂や出芽，栄養生殖な

どがあることを説明して

いる。 

P.84，P.85 の図などの資

料を用いながら，無性生殖

の具体例をあげ，無性生殖

の特徴についてていねいに

説明する。 

6 

第 3 節 有性生殖 

・「レッツ スタート！」メダカやカエル，ヒトなどの動

物のふえ方とアサガオなどの植物のふえ方の共通点を

考え，話し合う。 

・「？課題」有性生殖はどのような生殖だろうか。 

86～87 知 〇 自 

顕微鏡を正しく操作して観察し，観察した花粉

管の伸長のようすについて，スケッチや文章で

適切に記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

顕微鏡を正しく操作して

観察を行い，花粉管の伸

長のようすの特徴をとら

えたスケッチや文章で，

観察結果を適切に表現し

顕微鏡の操作が正しくでき

ていない場合は，明るさ調

整や低倍率から順にピント

を合わせることなど，操作

の手順を確認できるよう支



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・動物の生殖細胞と受精についての説明を聞く。 

・受粉後，花粉の中の精細胞はどのようにして卵細胞に

たどりつくのかを考える。 

・P.87図 2 を参照し，被子植物の生殖細胞と受精につい

ての説明を聞く。 

【観察 2】花粉管の伸長 

・観察 2 を行い，花粉管がのびるようすを観察し，時間

を追って花粉管をスケッチする。 

・観察した結果をまとめる。 

ている。 援する。花粉管の伸長がう

まく観察できていない場合

は，あらかじめ準備してお

いた別のプレパラートをわ

たすなどして観察するよう

指導する。 

7 

・P.88図 2 を見ながら，被子植物の発生についての説明

を聞く。 

・P.88図 1 を見ながら，ヒキガエルの受精卵がおたまじ

ゃくしになるときの細胞の変化を考える。 

・受精卵の変化を確認し，動物の発生の過程について説

明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

88～89 知  課 

動物や被子植物が受精し，発生していくこと，

その過程について理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

動物の受精と発生，被子

植物の受精と発生につい

て，それぞれで細胞がど

のように変化しているか

について説明している。 

図などの資料を用いて，受

精から個体へなるまでの過

程についてていねいに説明

する。 

8 

第 4 節 染色体の受けつがれ方 

・「レッツ スタート！」無性生殖の例と有性生殖の例を

見て，どのようなことが言えるかを考え，話し合う。 

・「？課題」親から子へ染色体が受けつがれていくとき

には，どのような決まりがあるのだろうか。 

・無性生殖で見られる体細胞分裂では染色体が複製され

て 2 倍になった後に 2 等分されるため，染色体の数が

同じになることについて説明を聞く。 

・減数分裂についての説明を聞く。 

・「モデルを使って考えよう」同じ染色体数を保つに

は，生殖細胞にどのようなしくみがあるかを推測し，

発表する。 

・有性生殖における染色体の数の変化についての説明を

聞く。 

90～92 思 〇 人 

親から子への染色体の受けつがれ方について，

体細胞分裂と減数分裂，有性生殖と無性生殖を

関係づけて考え，自分の考えを文章としてまと

めて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

有性生殖では減数分裂が

行われ，子は両方の親の

染色体を半数ずつ受けつ

いでいること，無性生殖

では体細胞分裂が行わ

れ，子は親の遺伝子をそ

のまま受けつぐことを見

いだして，文章としてま

とめて表現している。 

親と子の染色体のモデルを

色を分けて表現させ，親と

子の染色体の数に注目して

考えるよう助言・指導す

る。 

9 

・章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

92～94 

知 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

態 〇 人 

細胞の成長や生殖における細胞の変化につい

て，学習の前後をふり返り，自己の成長や変容

を表現しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

細胞の成長や生殖におけ

る細胞の変化について，

学習前の自分の考えと比

べて，自身の理解が深ま

っていることを自覚し

て，自己の成長や変容を

表現しようとし，学習へ

の意欲を高めている。 

学習内容を復習させ，でき

るようになった部分を自分

で意識できるよう助言す

る。また，コラムの内容を

解説することで，学習内容

への興味をもたせ，進んで

学びにかかわる態度を育む

よう生徒の意欲を喚起す

る。 

【単元 2】第 2章 遺伝の規則性と遺伝子 （教科書 P.95～108） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象の特徴に着目しながら，遺伝の規則性と遺伝子につい

て理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・遺伝の規則性と遺伝子について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを行

い，その結果を分析して解釈し，遺伝の規則性と遺伝子についての特徴や規則性を見いだして表

現する。（思考・判断・表現） 

・遺伝の規則性と遺伝子に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度

と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることが

できるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

遺伝の規則性と遺伝子に関する

事物・現象の特徴に着目しなが

ら，遺伝の規則性と遺伝子につ

いての基本的な概念や原理・法

則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために必

要な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

遺伝の規則性と遺伝子につい

て，観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解

釈し，遺伝現象についての特

徴や規則性を見いだして表現

しているとともに，探究の過

程をふり返るなど，科学的に

探究している。 

遺伝の規則性と遺伝子に関する

事物・現象に進んでかかわり，

見通しをもったりふり返ったり

するなど，科学的に探究しよう

としている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 遺伝の規則性 

・「レッツ スタート！」孫の代で黒の毛色のハムスタ

ーが再び現れたのはなぜかを考え，話し合う。 

・これまでに学んだことを思い出し，有性生殖にはどの

ような特徴があるか発表する。 

・遺伝についての説明を聞く。 

95～96 思  キ 

ゴールデンハムスターの例をもとに，遺伝の規

則性についての課題を見いだし，表現してい

る。 

［発言分析・行動観察］ 

ゴールデンハムスターの

親・子・孫に見られる形

質について話し合い，課

題を見いだし，表現して

いる。 

ほかの生徒の気づいたこと

や疑問点の発表を聞いたう

えで，再度疑問に思ったこ

とを考えさせ，自分なりの

課題を見つけることができ

るよう助言・指導する。 

2 

・「？課題」親の形質は，どのようにして子や孫に受け

つがれるのだろうか。 

・エンドウを使った遺伝の実験についての説明を聞く。 

・P.97 のメンデルの実験①の結果について理解する。 

・P.98 のメンデルの実験②の結果について理解する。 

・「ここがポイント」メンデルの交配実験の結果につい

ての説明を聞き，内容を端的にまとめて理解する。 

97～98 知  人 

エンドウを使ったメンデルの交配実験につい

て，メンデルが行った方法や，その結果を理解

している。 

［発言分析・行動観察］ 

メンデルの交配実験①・

②の方法やその結果につ

いて整理し，P.98「ここ

がポイント」に書かれて

いることを整理し，説明

している。 

図などの資料を用いて，メ

ンデルの交配実験の方法と

その結果をていねいに説明

する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・分離の法則について説明を聞き，理解する。 

・表を用いて，メンデルの実験①における親から子への

遺伝のしくみの説明を聞き，理解する。 

・P.100「つながる科学」メンデルの功績や苦労を理解

する。 

99～

100 
知  人 

分離の法則を理解し，メンデルの実験①の親か

ら子への遺伝のしくみ，遺伝子の組み合わせに

ついて理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

分離の法則，メンデルの

実験①の親から子への遺

伝のしくみ，そのときの

遺伝子の組み合わせにつ

いて説明しており，顕性

形質・潜性形質について

も説明している。 

既習事項の有性生殖や減数

分裂について，再度確認す

る。 

4 

・メンデルの実験②における子から孫への遺伝のしくみ

を考える。 

・メンデルの実験②をモデル実験で考えていく。 

【実習 1】遺伝子の組み合わせ 

・実習 1 を行い，子から孫への遺伝の規則性を調べる。 

・各グループの結果をクラス全体で集計し，表にまとめ

る。 

・丸形としわ形が現れる回数の比について考える。 

101 知 〇 課 

実習 1 において，モデル実験の操作が示す意味

を理解している。また，実験結果を整理して，

表にまとめている。 

［発言分析・行動観察］ 

メンデルの実験②と照ら

し合わせて，モデル実験

の操作が何を意味してい

るかを説明している。ま

た，実習 1 の結果を適切

に表にまとめている。 

カードを 1 枚とり出すこ

と，遺伝子の組み合わせを

つくることが，それぞれの

何をモデル化しているのか

ていねいに確認し，実習の

意味がわかるよう助言・指

導する。 

5 

・「解決方法を考えよう」実習 1 をふり返り，1 つの班

の結果ではメンデルの考えが実証できないことについ

て考える。 

・1 つの班の結果では実証できないが，各班の結果をあ

わせてクラス全体で考えると，値が近くなっているこ

とに気づく。 

・試行回数を多くすることの意味について考える。 

・孫に現れる形質の個体比の説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

102～

103 
思 〇 課 

実習 1 の結果と，メンデルの実験結果との比較

から，モデル実験の方法の妥当性や，試行回数

と得られる結果の関係について，自分の考えを

表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

実習 1 の結果と，メンデ

ルの実験結果とを照らし

合わせて考え，モデル実

験の方法が妥当であった

かどうかや，試行回数が

モデル実験の結果にあた

える影響について，自分

の考えを文章としてまと

めて表現している。 

理論上の値とモデル実験の

結果とを比較するよう助言

する。P.102 表 5 を参照さ

せ，メンデルが実際に行っ

た実験結果を確認させ，自

分の実験結果と試行回数を

比べるよう助言・指導す

る。また，分離の法則の理

解が不十分な生徒には，減

数分裂と分離の法則の関係

について説明する。 

6 

第 2 節 遺伝子の本体 

・「レッツ スタート！」生物からとりだした遺伝に関

する物質について考えて，話し合う。 

・「？課題」遺伝子とは，どのようなものなのだろう

か。 

・遺伝子の本体と変化についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

104～

105 
知  課 

遺伝子がどのようなものなのか理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

遺伝子の本体がDNAであ

ることや，DNA に変化が

起きると形質が変化する

ことがあるということを

説明している。 

図などの資料を用いて，遺

伝子と DNA の関係をてい

ねいに説明する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

第 3 節 遺伝子や DNA に関する研究成果の活用 

・「レッツ スタート！」遺伝子や DNA に関する研究・

技術で日常生活とかかわっているものを見つけて，話

し合う。 

・P.106 図 1，図 2 などを参考に，遺伝子を操作して品

種をつくりだした植物の説明を聞く。 

・「？課題」遺伝子や DNA に関する研究成果は，どの

ように利用されているのだろうか。 

・遺伝子や DNA に関する研究成果を農業へ応用する話

を聞く。 

・「基礎操作」情報収集のしかたを確認する。 

・「基礎操作」を参考に，遺伝子の研究成果が利用され

ている例について調べる。 

106～

107 
知  自 

遺伝子や DNA に関する研究成果が身のまわり

のどのようなものに活用されているかを理解し

ている。 

［発言分析・行動観察］ 

遺伝子やDNAに関する研

究成果が農業や食料，医

療などのさまざまな分野

で活用されていることに

ついて説明している。 

農業，食料，医療などとい

ったキーワードを視点とし

てあたえたり，具体的なも

のを図などで示したりする

などして，遺伝子や DNA

に関する研究成果が身近な

ところで活用されているこ

とを理解できるよう指導す

る。 

8 

・遺伝子や DNA に関する研究成果や活用について，本

や新聞，インターネットなどを利用して調べ，ポスタ

ーにまとめ，発表する準備を行う。 
106～

107 
知  自 

遺伝子や DNA に関する研究成果の活用につい

て，情報収集のしかたの注意点を意識して調べ

学習を行っている。 

［発言分析・行動観察］ 

遺伝子やDNAに関する研

究成果の活用について，

著作権や誤情報などに気

をつけながら調べ学習を

行い，適切にまとめてい

る。 

P.106「基礎操作」の記述

を参照するように指導し，

インターネットや本などを

使った具体的な調べ方につ

いて助言する。 

9 

・第２章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

107～

108 

知 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第２章の内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第２章の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

態 〇 自 

遺伝子について，学習の前後をふり返り，自己

の成長や変容を表現しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

遺伝子について，学習前

の自分の考えと比べて，

自身の理解が深まってい

ることを自覚して，自己

の成長や変容を表現しよ

うとし，学習への意欲を

高めている。 

学習内容を復習させ，でき

るようになった部分を自分

で意識できるよう助言す

る。また，身近な遺伝現象

を紹介することで，学習内

容への興味をもたせ，進ん

で学びにかかわる態度を育

むよう生徒の意欲を喚起す

る。 

 

 

【単元 2】第 3章 生物の多様性と進化 （教科書 P.109～121） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 



 

・生物の種類の多様性と進化に関する事物・現象の特徴に着目しながら，生物の種類の多様性と進

化について理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技

能） 

・生物の種類の多様性と進化について，見通しをもって解決する方法を立案して観察，実験などを

行い，その結果を分析して解釈し，生物の種類の多様性と進化についての特徴や規則性を見いだ

して表現する。（思考・判断・表現） 

・生物の種類の多様性と進化に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態

度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ること

ができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

生物の種類の多様性と進化に関

する事物・現象の特徴に着目し

ながら，生物の種類の多様性と

進化についての基本的な概念や

原理・法則などを理解している

とともに，科学的に探究するた

めに必要な観察，実験などに関

する基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

生物の種類の多様性と進化に

ついて，観察，実験などを行

い，その結果や資料を分析し

て解釈し，生物の種類の多様

性と進化についての特徴や規

則性を見いだして表現してい

るとともに，探究の過程をふ

り返るなど，科学的に探究し

ている。 

生物の種類の多様性と進化に関

する事物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 生物の歴史 

・「レッツ スタート！」現在見られる生物のグループ

は，いつ現れたのか，昔の生物とどのようなつながり

があるのかについて考え，話し合う。 

・化石を見ると，現在の生物との共通点や相違点がある

ことがわかり，生物の変遷について推測することがで

きることを理解する。 

109 ～

112 
思  キ 

P.110，P.111 の図をもとに，生物の変遷につい

ての課題を見いだし，表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

P.110，P.111の図などを

見ながら，過去に存在し

た生物のようすやセキツ

イ動物の化石が発見され

る地質年代を整理し，生

物の変遷についての課題

を見いだしている。 

ほかの生徒の気づいたこと

や疑問点の発表を聞いたう

えで，再度疑問に思ったこ

とを考えさせ，自分なりの

課題を見つけることができ

るよう助言・指導する。 

2 

・「？課題」110，111ページの図とセキツイ動物の5つ

のグループの特徴を関連づけて比較すると，どのよう

なことがわかるだろうか。 

・「考察しよう」セキツイ動物の特徴を比較し，共通点

と相違点を考える。 

・生物の進化についての説明を聞き，理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

112～

113 
知 〇 課 

セキツイ動物が出現した時期や，生物の進化に

ついて理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

P.112「考察しよう」の

表を作成し，セキツイ動

物は魚類，両生類，ハチ

ュウ類，ホニュウ類，鳥

類の順で出現しており，

進化とは長い年月をかけ

て代を重ねる間に変化す

ることを説明している。 

図や表などの資料を用い

て，セキツイ動物の特徴や

出現時期などについて確認

する。また，生物の進化を

ていねいに説明し，生徒が

進化について理解できるよ

う助言・指導する。 

3 

第 2 節 水中から陸上へ 

・「レッツ スタート！」水中と陸上で大きく異なること

は何かを考え，話し合う。 

・「？課題」陸上で生活するセキツイ動物はどのように

進化してきたのだろうか。 

・水中で生活するセキツイ動物のなかから，陸上生活に

合うからだのしくみをもつものが出現したことを理解

する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

114～

115 
知  課 

陸上で生活するセキツイ動物がどのように進化

してきたかについて理解している。 

［発言分析・行動観察］ 

魚類と両生類，2 つのグ

ループの特徴をあわせも

つ化石が見つかることな

どを根拠に，あるグルー

プがどのグループから進

化してきたかということ

を説明している。 

図などの資料を用いて，陸

上で生活するセキツイ動物

の進化をていねいに説明

し，水中で生活するセキツ

イ動物の中から陸上生活に

合うからだのしくみをもつ

ものが進化してきたことを

理解できるよう助言・指導

する。 

4 

第 3 節 さまざまな進化の証拠 

・「レッツ スタート！」始祖鳥のように，セキツイ動

物の 2 つのグループにまたがる特徴をもつ生物につい

て考え，話し合う。 

・「？課題」進化の証拠には，どのようなものがあるの

116～

117 
知  課 

進化の証拠としてどのようなものがあるかを理

解している。 

［発言分析・行動観察］ 

2つのグループの特徴を備

えている生物がいること

や，もとは同じものであ

ったと考えられる器官が

あることを進化の証拠と

図などの資料を用いて，さ

まざまな進化の証拠をてい

ねいに説明する。ハリモグ

ラやカモノハシなど，ホニ

ュウ類だが，卵をもつなど



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

だろうか。 

・相同器官についての話を聞き，理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

してあげて説明してい

る。 

の別のグループの特徴をも

つものについても紹介する

などして理解できるよう助

言・指導する。 

5 

第 4 節 進化と多様性 

・「レッツ スタート！」P.118 図 1～図 3 の鳥類の写真

をみて，それぞれの動物のちがいを考え，話し合う。 

・「？課題」進化と地球上の生物の多様性には，どのよ

うな関係があるのだろうか。 

・「調べて発表しよう」進化が起こったと考えられる例

を調べ，発表する。 

118 知  
人 

自 

進化が起こったと考えられる例について，情報

収集のしかたの注意点を意識して調べ学習を行

っている。 

［発言分析・行動観察］ 

進化が起こったと考えら

れる例について，著作権

や誤情報などに気をつけ

ながら，調べ学習を行

い，適切にまとめてい

る。 

P.106「基礎操作」などの

記述を再度参照するように

指導し，インターネットや

本などを使った具体的な調

べ方について助言する。 

6 

・前時に調べたことを発表する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「つながる科学」進化についての議論の歴史を知る。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

し，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

 

118～

121 

思 〇 人 

進化と地球上の生物の多様性にはどのような関

係があるかを考え，自分の考えを文章としてま

とめて表現している。 

［行動観察・記述分析］ 

進化が起こったと考えら

れる例の発表などを参考

にし，進化が起こること

によって，現存する生物

の多様性が生じているこ

とを見いだして表現して

いる。 

第 1 学年からさまざまな生

物にふれてきたことやこれ

までに学習したことを整理

させ，進化とどのような関

係があるのかを考えるよう

助言・指導する。 

態 〇 人 

進化について，学習の前後をふり返り，自己の

成長や変容を表現しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

進化について，学習前の

自分の考えと比べて，自

身の理解が深まっている

ことを自覚して，自己の

成長や変容を表現しよう

とし，学習への意欲を高

めている。 

学習内容を復習させ，でき

るようになった部分を自分

で意識できるよう助言す

る。また，コラムの内容を

解説することで，学習内容

への興味をもたせ，進んで

学びにかかわる態度を育む

よう生徒の意欲を喚起す

る。 

7 

・単元のまとめ 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えを記述し，話し合う。 

 態 〇 自 

・これまでの学習を理解して進んで学ぼうとし

ているか。 

[行動観察] 

 

・進化について，学習の前後をふり返り，自己

の成長や変容を表現しようとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

生物に関する事物・現象

に進んでかかわり，科学

的に探究しようとする態

度と，生命を尊重し，自

然環境の保全に寄与する

態度を養うとともに，自

然を総合的に見ることが

できるようにする。 

 

進化について，学習前の

自分の考えと比べて，自

身の理解が深まっている

ことを自覚して，自己の

成長や変容を表現しよう

とし，学習への意欲を高

めている。 

今まで学んだことの振り返

りを行い、理解度を確認

し、学習内容が定着してい

ないところを指導・助言す

る。 

 

学習内容を復習させ，でき

るようになった部分を自分

で意識できるよう助言す

る。また，コラムの内容を

解説することで，学習内容

への興味をもたせ，進んで

学びにかかわる態度を育む

よう生徒の意欲を喚起す

る。 

8 ・単元２テスト  知 ○ 自 これまでの学習の振り返りをペーパーテストで 単元２の内容について、 授業時間内で、テストの振



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

行う。 

[ペーパーテスト] 

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

り返りを行わせる。 

思 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元１の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

9 

・期末テスト 

 知 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元１の内容について、

知識に関する試験問題を

４割５分以上理解できて

いる。 

誤答レポートを実施し、理

解できていない問題を再度

考えさせる。 

 思 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元１の内容について、

思考に関する試験問題を

４割５分以上理解できて

いる。 

誤答レポートを実施し、理

解できていない問題を再度

考えさせる。 

 

【単元 3】第 1章 物体の運動 （教科書 P.133～146） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・物体に力がはたらく運動および力がはたらかない運動についての観察，実験を行い，物体の運動

には速さと向きがあること，力がはたらく運動では運動の向きや時間の経過にともなって物体の

速さが変わること，および，力がはたらかない運動では物体は等速直線運動することを見いだし

て理解するとともに，それらの観察，実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・物体の運動について，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈し，物体

の運動の規則性や関係性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり返る。（思考・判断・

表現） 

・物体の運動に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究する態度を養うとともに，自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

運動の規則性を日常生活や社会

と関連づけながら，運動の速さ

と向き，力と運動についての基

本的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学的

に探究するために必要な観察，

実験などに関する基本操作や記

録などの基本的な技能を身につ

けている。 

運動の規則性について，見通

しをもって観察，実験などを

行い，その結果を分析して解

釈し，物体の運動の規則性や

関係性を見いだして表現して

いるとともに，探究の過程を

ふり返るなど，科学的に探究

している。 

運動の規則性に関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験を

もとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 物体の運動の記録 

・「レッツ スタート！」人のからだに記録テープをつ

けてまっすぐに歩いて引いたときの打点のようすを比

べ，話し合う。 

・「基礎操作」記録タイマーの使い方を確認する。 

・記録タイマー以外に運動を記録する方法として，運動

をデジタルカメラなどに録画した後に，動画をコマ送

りして運動のようすを数値として記録する方法や，パ

ソコンと距離センサーを利用して運動と同時にパソコ

133～

134 
知  キ 

運動を記録する器具である記録タイマーの基本

的な技能を身につけるとともに，記録をもとに

その結果を整理している。 

［行動観察・記述分析］ 

運動を記録する方法はさ

まざまあり，そのなかで

も記録タイマーの有用性

を理解し，記録タイマー

を使って適切に記録し，

結果を整理している。 

記録タイマーによる打点の

意味を理解できるようにて

いねいに説明し，記録タイ

マーの使い方と結果の整理

のしかたを指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

ンにデータを記録する方法があることの説明を聞く。 

2 

・「？課題」水平面上で移動する物体の運動を記録タイ

マーで記録すると，何がわかるだろうか。 

【実験 1】水平面上での台車の運動 

・実験 1 を行い，移動距離と時間との関係を調べ，結果

をグラフにまとめる。 
134～

135 
思 〇 自 

物体に加えた力の大きさによって，その運動の

状態がどのように変わるかを比較し，表現して

いる。 

［行動観察・記述分析］ 

水平面上での台車の運動

の実験結果から，台車は

どのような運動をしてい

るか，速さと時間や，移

動距離と時間にはどのよ

うな関係があるかについ

て，グラフをもとに自分

の考えをまとめて表現し

ている。 

記録テープを切って並べる

ことの意味を理解できるよ

うにていねいに助言し，結

果をもとにグラフにまとめ

られるよう指導する。 

3 

・実験 1 の結果をもとに，台車の運動のようすと，物体

にはたらく力との関係について話し合う。 

・「ここがポイント」速さは一定時間（単位時間）に移

動する距離で表せることを確認し，P.137 の速さを求

める式を使って台車の速さを求める。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

136～

137 
態  課 

速さと時間の関係を表すグラフや，移動距離と

時間の関係を表すグラフの意味について考えよ

うとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

水平面上での台車の運動

のようすを調べる活動に

進んでとり組み，ほかの

生徒と協力して調べた

り，実験結果をたがいに

伝え合ったりしながら，

ねばり強く問題を解決し

ようとしている。 

 

速さを求める式について，

単なる割算ではなく，単位

時間あたりの移動距離を求

めていることを考えられる

よう助言・指導する。 

4 

第 2 節 物体の運動の速さの変化 

・「レッツ スタート！」P.138 図 1 の自動車の例から，

同じ距離を移動するのに同じ時間かかった場合の速さ

が同じかどうかについて考え，話し合う。 

・P.138 図 2 を参考に，グラフを用いると視覚的に運動

が理解でき，便利であることの説明を聞く。 

・「？課題」物体の運動の速さの変化をくわしく調べる

には，どうすればよいだろか。 

138 思  
人 

課 

平均の速さと瞬間の速さのちがいに着目し，物

体の運動の速さの変化について課題を見いだし

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

平均の速さで移動した場

合や，速さが変化しなが

ら移動した場合につい

て，ちがいを比較し，根

拠を示しながら自分の考

えを表現している。 

平均の速さと瞬間の速さの

ちがいについて，電車の運

動のようすなど，日常生活

と結びつけて考えられるよ

う助言・指導する。 

5 

・「調べて考察しよう」P.138 図 1 のデータを使って，

表 1 を完成させ，速さの変化を比べる。 

・P.139 図 3 において，速さが増加している運動，一定

の速さで移動する運動の説明を聞く。 

・等速直線運動の説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

138～

139 
知  課 

計算によって物体の速さを求めていて，速さの

グラフの意味について説明している。 

［発言分析・記述分析］ 

計算によって物体の速さ

を求めている。また，物

体の運動の速さの変化に

ついて，より短い時間で

の移動距離を求める必要

があること，運動の状態

をグラフにするとさまざ

まな情報が読みとれるこ

とを理解し，説明してい

る。 

速さを求める式について，

その時間の平均の速さを求

めているということを理解

できるよう助言・指導す

る。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

6 

第 3 節 だんだん速くなる運動 

・「レッツ スタート！」P.140 図 1 のように，だんだん

速くなる物体にはたらく力について考え，話し合う。 

・「？課題」物体がだんだん速くなる運動に，力はどの

ように関係しているだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」斜面上の台車にはた

らく力について，傾きや位置を変えると，力の大きさ

や台車の速さはどうなるかを考え，話し合う。 

140 思  
人 

課 

だんだん速くなる運動について，身のまわりの

現象と関連づけて考え，斜面を下る物体の速さ

の変化とはたらく力に着目し，規則性を見いだ

している。 

［発言分析・記述分析］ 

斜面を下る物体の速さの

変化とはたらく力に着目

し，斜面の傾きが大きく

なるほど物体にはたらく

力も大きくなることを見

いだし，だんだん速くな

る運動と物体にはたらく

力を関係づけて考え，規

則性を見いだして表現し

ている。 

日常生活において，坂道を

下る運動ではだんだん速く

なるという実感を想起させ

るよう助言する。 

7 

【実験 2】斜面上での台車の運動 

・実験 2 を行い，斜面の傾きによって，台車にはたらく

力や運動のようすがどのように変わるかを調べ，結果

を表やグラフにまとめる。 

・斜面の傾きとともに，台車にはたらく力の大きさが変

わったという結果（ばねばかりの値）を表に記録す

る。 

141 知 〇 自 

手順にしたがって実験を行い，結果を表やグラ

フに整理する技能を身につけている。 

［行動分析・記述分析］ 

記録タイマーを用いて，

斜面を下る台車の運動を

記録し，結果を表やグラ

フに整理して説明してい

る。 

結果の整理について，表の

まとめ方やグラフのかき方

を具体的に指導する。 

8 

・実験結果や，P.142 表 1，図 2 を参考に，斜面の角度

と台車にはたらく力の大きさ，台車の速さの変化との

関係について考える。 

・P.143 図 3 や「つながる科学」などを参考に，自由落

下における物体にはたらく重力の大きさと速さの変化

についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

142～

143 
態  課 

記録テープの記録から，斜面を下る台車の運動

について規則性を見いだそうとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

実験結果をもとに，斜面

の角度と台車にはたらく

力の大きさ，台車の速さ

の変化との関係につい

て，ほかの生徒と話し合

いながら科学的に探究し

ようとしている。 

0.1 秒ごとに切ったテープ

を並べたものが速さを意味

していると考えられるよう

助言・指導する。 

9 

第 4 節 だんだんおそくなる運動 

・「レッツ スタート！」P.144 図 1 を参考に，斜面上を

上る運動について考え，話し合う。 

・「？課題」物体の運動の向きとは逆向きに一定の力が

はたらき続けるとき，物体の速さはどのように変化す

るだろうか。 

・「調べて考察しよう」台車を斜面の下からおし出した

ときの台車の運動を調べ，物体にはたらく力の向きと

速さの変化について考える。 

・P.145 図 3 をもとに，だんだんおそくなる物体の運動

のグラフは，右下がりになることの説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「探究をふり返ろう」P.141 実験 2 を思い出し，水平

面上でも同じように一定の力をはたらかせ続ければ，

144～

146 
態 〇 人 

斜面を上る台車の速さと台車にはたらく力につ

いて考え，運動と力の関係の学習を通して自ら

の学習を調整しようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

力が一定であれば速さの

変化も一定であることに

ついて，だんだん速くな

る運動と関連づけて，ほ

かの生徒と話し合いなが

らねばり強く考えようと

している。 

力がはたらくとだんだん速

くなるかおそくなり，力が

はたらかなければ静止もふ

くめて速さは変化しないこ

とを考えられるよう助言・

指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

同じ結果が得られるかを考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

 

10 

・第１章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

 

知 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

態 〇 自 

台車の速さと台車にはたらく力について考え，

運動と力の関係の学習を通して自らの学習を調

整しようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

力が一定であれば速さの

変化も一定であることに

ついて，だんだん速くな

る運動と関連づけて，ほ

かの生徒と話し合いなが

らねばり強く考えようと

している。 

力がはたらくとだんだん速

くなるかおそくなり，力が

はたらかなければ静止もふ

くめて速さは変化しないこ

とを考えられるよう助言・

指導する。 

 

【単元 3】第 2章 力のはたらき方 （教科書 P.147～162） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・2 つ以上の力がはたらく状況の観察，実験を通して，合力や分力の規則性や，物体にはたらく力と

物体の運動の関係を理解するとともに，それらの観察，実験などに関する技能を身につける。

（知識・技能） 

・力のはたらきと物体の運動の関係性について問題を見いだし，見通しをもって観察，実験などを

行い，力のはたらきと物体の運動の規則性を見いだして表現する。（思考・判断・表現） 

・力のはたらきと物体の運動の規則性に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しよう

とする態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取

り組む態度） 

力のつり合いと合成・分解，運

動の規則性を日常生活や社会と

関連づけながら，水中の物体に

はたらく力，力の合成・分解，

力と運動についての基本的な概

念や原理・法則などを理解して

いるとともに，科学的に探究す

るために必要な観察，実験など

に関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけてい

る。 

力のつり合いと合成・分解，運動

の規則性について，見通しをもっ

て観察，実験などを行い，その結

果を分析して解釈し，力のつり合

いと合成・分解，運動の規則性や

関係性を見いだして表現している

とともに，探究の過程をふり返る

など，科学的に探究している。 

力のつり合いと合成・分解，

運動の規則性に関する事物・

現象に進んでかかわり，見通

しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験を

もとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 力の合成と分解 

・「レッツ スタート！」P.148 図 1 を見て，身のまわり

の建造物について柱などに力がどのようにはたらいて

いるか考え，話し合う。 

・P.148 図 1，図 2 を参考に，一直線上に 2 力がはたら

く場合や，一直線上にない 2 力がはたらく場合，どう

なるかについて考える。 

・「？課題」1 つの物体に，ある角度をもった 2 力がは

たらくとき，どのように表すことができるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」物体をつるした 2 本

のゴムの角度とのびの関係について考える。 

147～

148 
思  課 

2本のゴムを使って，2つの力がさまざまな角度

ではたらく場面を再現し，角度の大きさに応じ

たゴムののび方のちがいを見いだして表現して

いる。 

［発言分析・行動分析］ 

2本のゴムの角度を変化さ

せ，開く角度が大きいほ

ど，ゴムののびが大きくな

り，角度によって力の大き

さが変化していることを見

いだして適切に表現してい

る。 

2本のゴムで物体を持ち

上げ，そのゴムに角度

をもたせて持つこと

で，ゴムののび方が変

化することに気がつけ

るよう助言し，どうし

てそのような結果にな

ったか考えるよう指導

する。 

2 

【実験 3】角度をもってはたらく 2 力 

・実験 3 を行い，力の関係を調べる。 

・向きが異なる 2 力の合力，力の合成についての説明を

聞き，作図をすることで実験結果を説明したり，2 力

の大きさや角度を求めたりする。 

149 思  自 

ばねを 1つの力で引いたときと同じのび方を，2

つのばねを用いて角度をつけて引くことで再現

し，両者の状態が物理的に同じ意味であること

を見いだして表現している。 

［記述分析・発言分析］ 

角度をもってはたらく 2 つ

の力と，同じだけばねをの

ばしたときの 1 つの力につ

いて，2力を 2辺とする平行

四辺形では，その対角線が 1

つの力の矢印と一致するこ

とを作図によって見いだし

て表現している。 

 

1 つのばねで引いたとき

の記録を残させ，2 つの

ばねでその印までばね

を引く引き方に多様性

があることに気づける

よう助言し，◯cm のび

たら△cm の矢印を引く

など，記録をとるうえ

での決まりを指導す

る。 

3 

・「考察しよう」実験結果と P.151「ここがポイント」

をもとに力を分力に分けて表示し，結果的にばね 2 本

の 2 力（分力）の合力が，分力を 2 辺とする平行四辺

形の対角線になることについて考える。 

・「基礎操作」平行線のかき方を確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・P.152 図 1 を参考に，斜面上の物体にはたらく力，分

力についての説明を聞く。 

・P.152 図 2 を参考に，斜面の角度による重力の分力の

大きさや向きのちがいについて考える。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」を行

う。 

150～

153 
知 〇 課 

斜面の角度のちがいによって斜面を下る物体の

速さが変化する理由を，物体にはたらく斜面に

垂直な重力の分力と斜面下向きの重力の分力に

より理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

物体にはたらく重力を斜面

に垂直な分力と，斜面下向

きの分力に分解して図示し

ているとともに，斜面下向

きの分力の大きさによっ

て，斜面を下る物体の速さ

が変化することを理解し，

説明している。 

P.141 実験 2 を思い出さ

せながら，傾きが異な

る斜面上を，同じ物体

が運動する場面を図示

し，物体にはたらく力

を斜面に垂直な向き

と，斜面下向きに分解

する作業について，定

規の使い方から指導す

る。 

4 

第 2 節 慣性の法則 

・「レッツ  スタート！」P.154 図 1 などを参考に，運動

の状態が変わる現象について考える。 

・「？課題」力がはたらいていないときや，力がはたら

いていても合力が 0 のとき，物体の運動はどうなるだ

154～

155 
思 〇 課 

身近な物理現象について，物体がどのように変

化するかを予想したうえで，物体の運動の規則

性を見いだしている。 

［発言分析・記述分析］ 

進行中の電車が急ブレーキ

をかけたときの車内の乗客

の状態や，だるま落とし，

テーブルクロス引きなど，

身近な物理現象について，

物体をのせた台車をお

し出した後に台車だけ

を止めると，台車にの

せた物体が進行方向に

移動する現象を見せ，



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

ろうか。 

・「調べよう」P.154図 1，図 2や P.155図 3を参考に，

物体に力がはたらいていないか，はたらいていても合

力が 0 の場合について考える。 

・慣性の法則についての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

物体がどのように変化する

か，実際の例を用いて根拠

を示しながら，自分の考え

を表現している。また，物

体の運動の規則性を見いだ

して表現している。 

なぜそのような結果に

なったのか考えるよう

助言・指導する。 

5 

第 3 節 作用・反作用の法則 

・「レッツ スタート！」P.156 図 1 を参考に，力を加え

る向きと物体が移動する向きの関係について考え，話

し合う。 

・「？課題」ある物体が別の物体に力を加えたとき，2つ

の物体の間でどのように力をおよぼし合うだろうか。 

・「調べよう」相手をおしたときのそれぞれの動き方を

調べる。 

・「ここがポイント」「作用・反作用の 2 力」と「つり合

う 2 力」の見分け方についての説明を聞き，理解す

る。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

156～

157 
知 〇 課 

1 つの物体が別の物体に力を加えると，相手か

らも力を受けることを理解している。 

［記述分析・記述分析］ 

水泳のターンなど，身近な

物理現象について，作用・

反作用の法則をもとに作図

しているとともに，力のつ

り合いの 2 力とのちがいに

ついて説明している。 

物体にはたらく力をひ

とつひとつ図示し，そ

れぞれの力について，

〇〇が△△を□□する

力（例：地球が物体を

引く力など）のよう

に，力を加えている物

体と力を加えられた物

体を区別して考えるよ

う助言・指導する。 

6 

第 4 節 水中ではたらく力 

・「レッツ スタート！」P.158 図 1，図 2 を参考に，水中

にある物体にはたらく力を調べ，話し合う。 

・P.158 図 3，図 4 を参考に，水圧の特徴についての説

明を聞く。 

・「？課題」水中の物体にはたらく上向きの力の大きさ

は，物体の何に関係するだろうか。 

・水中の物体が受ける上向きの力の大きさは，物体の何

に関係するかを考え，発表する。 

【実験 4】水中の物体にはたらく上向きの力 

・実験 4 を行い，おもりにはたらく力の大きさと水中に

しずめたおもりの深さの関係を調べる。 

158～

159 
態 〇 自 

水中にある物体に上向きの力がはたらいている

ことについて，ほかの生徒と話し合いながら自

ら問題を見いだし，解決しようとしている。 

［発言分析・行動分析］ 

水にしずむ物体の体積が大

きくなるほど，ばねばかり

の値が小さくなることか

ら，水中で物体に上向きの

力がはたらいていると推測

できることを，話し合いな

がらねばり強く見いだそう

としている。 

ばねばかりの値を真横

から見て正しく読みと

り，正しく記録できて

いるかを確認し，でき

ていなければ技能を身

につけることができる

よう支援する。 

7 

・「考察しよう」実験結果や P.160 図 1，図 2 を参考に，

水中の深さと浮力の関係について考察し，話し合う。 

・「ここがポイント」浮力の特徴について説明を聞き，

確認をする。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

160～

162 
思  人 

浮力の大きさは，水中にしずんでいる物体の体

積によって変化することを実験結果から見いだ

して表現している。 

［発言分析・記述分析］ 

物体の体積と質量を条件制

御しながら比較すること

で，浮力は水深ではなく，

しずんでいる物体の体積に

よって変化すること，ま

た，物体の質量は影響しな

いことを見いだして表現し

ている。 

実験結果のそれぞれの

値の変化から，どのよ

うなことが読みとれる

か表現するようにうな

がし，水中の物体には

上向きの力がはたらく

ことに気づくよう助

言・指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

 

 

・第２章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の

考えを記述ポートフォリオに記述する。 

 

知 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第２章の内容について、知

識に関する試験問題を 45%

以上理解できている。 

授業時間内で、テスト

の振り返りを行わせ

る。 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第２章の内容について、思

考に関する試験問題を 45%

以上理解できている。 

授業時間内で、テスト

の振り返りを行わせ

る。 

態 〇 自 

力のつり合いと合成・分解，運動の規則性に関

する事物・現象に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，科学的に探究し

ようとしている。［発言分析・記述分析］ 

力のつり合いと合成・分

解，運動の規則性に関する

事物・現象をふり返ること

ができる。 

力のつり合いと合成・

分解，運動の規則性を

考えられるよう助言・

指導する。 

 

【単元 3】第 3章 エネルギーと仕事 （教科書 P.163～183） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・仕事に関する観察，実験を行い，仕事と仕事率について理解する。また，力学的エネルギーに関

する観察，実験を行い，物体のもつ力学的エネルギーは物体がほかの物体になしうる仕事で測れ

ること，運動エネルギーと位置エネルギーは相互に移り変わること，力学的エネルギーの総量は

保存されることなどを見いだして理解するとともに，それらの観察，実験の技能を身につける。

（知識・技能） 

・運動とエネルギーについて，見通しをもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解釈

し，力学的エネルギーの規則性や関係性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり返る。

（思考・判断・表現） 

・エネルギーに関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究する態度を養うとともに，自然

を総合的に見ることができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

力学的エネルギーを日常生活や

社会と関連づけながら，仕事と

エネルギー，力学的エネルギー

の保存についての基本的な概念

や原理・法則などを理解してい

るとともに，科学的に探究する

ために必要な観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基

本的な技能を身につけている。 

力学的エネルギーについて，見通

しをもって観察，実験などを行

い，その結果を分析して解釈し，

力学的エネルギーの規則性や関係

性を見いだして表現しているとと

もに，探究の過程をふり返るな

ど，科学的に探究している。 

力学的エネルギーに関する事

物・現象に進んでかかわり，

見通しをもったりふり返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 さまざまなエネルギー 

・「レッツ スタート！」P.164 図 1 にある事例が，どの

ようなエネルギーをもっているかを考え，話し合う。 

・「エネルギーをもっている」とはどういうことか説明

を聞く。 

・「？課題」エネルギーには，どのような形態があるだ

ろうか。 

163～

164 
知  キ 

物体がエネルギーをもっている状態について

理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

物体がエネルギーをもつ状

態とは，物体の状態を変化

させたり，ほかの物体を動

かしたり，変形させたりす

ることができる状態である

ことを，身のまわりの現象

と関連づけて説明してい

る。 

日常生活で「エネルギ

ー」という言葉がどの

ような場面で出てくる

かに焦点をしぼって考

えるよう助言・指導す

る。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

2 

・P.165 図 2 を参考に，エネルギーにはどのような形態

があり，それぞれ主にどのようなはたらきがあるか説

明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

165 思  課 

エネルギーにはさまざまな形態があることと，

そのはたらきを利用していることを，関連づけ

て考えている。  

［発言分析・記述分析］ 

エネルギーは実体があるも

のではなく，「はたらきが

ある」という状態で，さま

ざまな形態をもつことを見

いだして表現している。ま

た，そのはたらきを日常生

活と関連づけて考えてい

る。 

エネルギーそのものよ

りも，どのようなはた

らきがあるかに注目す

るよううながす。 

3 

第 2 節 力学的エネルギー 

・「レッツ スタート！」運動する物体や高い位置にあ

る物体のエネルギーについて，その特徴を考え，話し

合う。 

・運動エネルギー，位置エネルギーの説明を聞く。 

・「調べて考察しよう」運動エネルギーや位置エネルギ

ーの大きさは何によって決まるのかを調べ，その結果

から運動エネルギーは物体の質量と速さで，位置エネ

ルギーは物体の質量と高さに関係することを見いだし

てまとめる。 

166～

167 
思 〇 自 

運動エネルギーの大きさは物体の質量と速さ

に，位置エネルギーの大きさは物体の質量と高

さに関係することを見いだして表現している。 

[行動観察・記述分析］ 

運動エネルギーと位置エネ

ルギーの大きさを調べる実

験において，何を同じにし

て何を変えるのか条件制御

し，その結果から運動エネ

ルギーの大きさは物体の質

量と速さに，位置エネルギ

ーの大きさは物体の質量と

高さに関係することを見い

だして表現している。 

どのような場合にエネ

ルギーのはたらきが大

きくなるのかを日常生

活と関連づけて考える

よう助言・指導する。 

4 

・「？課題」運動する物体の運動エネルギーと位置エネ

ルギーには，どのような関係があるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」ジェットコースター

を例に，上ったり下ったりする場合の運動エネルギー

と位置エネルギーについて考え，話し合う。 

・「調べて考察しよう」P.168 図 1 をもとに，運動エネ

ルギーと位置エネルギーの変化について考察する。 

・力学的エネルギーの保存について説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「説明しよう」ふりこの運動について，自分の考えを

説明する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

167～

169 
態  課 

ジェットコースターやふりこの運動における力

学的エネルギーについて関心をもって考え，力

学的エネルギーに関する課題の解決に向けて，

考えようとしている。          

［発言分析・記述分析］ 

エネルギーの移り変わりに

おいて，多少の損失はあっ

ても，力学的エネルギーは

保存されることについて，

話し合いながらねばり強く

考えようとしている。 

力学的エネルギーとい

う言葉に惑わされず，

日常でどのようなはた

らきがあるエネルギー

なのかを考えるよう助

言・指導する。 

5 

第 3 節 仕事と力学的エネルギー 

・「レッツ スタート！」運動エネルギーや位置エネル

ギーの大きさを変える方法について考え，話し合う。 

・「ここがポイント」仕事についての説明，定義を聞

き，理解する。 

・仕事と運動エネルギー，位置エネルギーの関係につい

て考える。 

・「ここがポイント」仕事の大きさが 0 になる場合の説

明を聞き，理解する。 

・重力に逆らってする仕事について説明を聞き，考え

る。 

170～

171 
知  課 

仕事と運動エネルギーや位置エネルギーの関係

について理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

仕事を求める式「力×距

離」が法則ではなく定義で

あることをふまえ，物体に

仕事をすることによって，

エネルギーをもつことを適

切に説明している。 

仕事に関する計算につ

いて，日常生活を想定

した具体例を多くとり

上げることで定着する

よう助言・指導する。 

6 
・摩擦力に逆らってする仕事について説明を聞き，考え

る。 

172～

173 
思 〇 自 

実験の条件を制御しながら調べ，仕事と力学的

エネルギーの関係を見いだしている。  

実験の目的を把握したうえ

で，斜面の高さや小球の質

実験結果を表やグラフ

にまとめることについ



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・「？課題」仕事と力学的エネルギーには，どのような

関係があるだろうか。 

・「調べ方を考えよう」課題に対する調べ方について話

し合いを通じて考え，発表する。 

【実験 5】仕事と力学的エネルギーの関係 

・実験 5 を行い，斜面の高さや小球の質量，斜面の傾き

と木片が動く距離との関係について調べ，結果を表や

グラフにまとめる。 

[行動観察・記述分析］ 量，斜面の傾きを変えて行

い，その結果をもとに，仕

事と力学的エネルギーの量

的な関係を見いだして，適

切に表現している。 

て，ていねいに助言・

指導する。 

7 

・「考察しよう」実験結果をもとに，力学的エネルギー

の変化とほかの物体にした仕事との関係について考察

する。 

・「探究をふり返ろう」自分の考えをまとめ，予想と異

なった場合はその理由を考え，それを検証する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」

を行う。 

174～

175 
態  

自 

課 

実験結果をもとに，仕事と力学的エネルギーの

量的な関係について見いだそうと科学的に探究

しようとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

物体のもつ力学的エネルギ

ーは，物体がほかの物体に

なし得る仕事で測れること

について，自分の考えをも

ち，異なる考えが出た場

合，自分やほかの生徒の考

えを十分に検討して改善し

ようとしている。 

小球の初めの高さと木

片の動いた距離の関係

を表したグラフを示

し，どのような関係が

あるか考えるよう助

言・指導する。 

8 

第 4 節 仕事の原理と仕事率 

・「レッツ スタート！」重い荷物を持ち上げるとき，

仕事が楽になる方法について考え，話し合う。 

・「？課題」道具を使うと，仕事の大きさはどのように

なるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」滑車を使う場合と使

わない場合とで，結果が変わるか自分の考えをまと

め，話し合う。 

【実験 6】滑車を使うときの仕事 

・実験 6 を行い，滑車を使う場合と使わない場合とで仕

事のちがいを調べる。 

176～

177 
知 〇 

人 

自 

正しい操作で実験を行い，結果を整理する技能

を身につけている。 

[行動観察・記述分析］ 

手順どおりに，定滑車，動

滑車を使って物体を引き上

げる実験を行い，結果をも

とにして，表に適切にまと

めて説明している。 

ほかの生徒と実験の注

意点を共有してとり組

むよう助言・指導す

る。 

9 

・実験結果を確認して，仕事の原理の説明を聞く。 

・「説明しよう」P.178 図 2 をもとに，仕事の能率につ

いて自分の考えをまとめ，説明する。 

・「ここがポイント」仕事率の説明を聞き，理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

178 思  自 

仕事の原理と位置エネルギーを関連づけて考

えている。また，仕事率について日常生活と

関連づけて考えている。 

[行動観察・記述分析］ 

実験結果をもとに，仕事の

原理と位置エネルギーを関

連づけて考察しているとと

もに，仕事率について身の

まわりの現象と関連づけて

考え，表現している。 

仕事の原理や仕事率に

ついて，日常生活にお

ける作業とは異なるこ

とを実感するよう助

言・指導する。 

10 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」，「確認」

を行う。 

・「つながる科学」仕事の原理に関する日常経験につい

て話し合う。 

178～

179 
態  人 

仕事の能率を求める方法についてねばり強く

考えようとしている。  

[発言分析・記述分析］ 

仕事や仕事率について理解

したうえで，仕事の能率を

求めるためには，単位時間

あたりの仕事で比べればよ

いことに気づき，ねばり強

く考えようとしている。 

仕事や仕事率の計算の

過程の意味を，これま

での学習から見直すよ

う助言・指導する。 

11 

第 5 節 エネルギーの変換と保存 

・「レッツ スタート！」P.180 図 1 などを参考に，エネ

ルギーどうしの関係について考える。 

180～

181 
態 〇 課 

エネルギーは，利用できないエネルギーに一

部変換されることに気づき，変換効率につい

て，ほかの生徒と協力して調べたり，実験結

エネルギーの変換効率につ

いて，ほかの生徒と協力し

て理解を深めたうえで，エ

エネルギーが何から何

に変換され，その過程

でどのような仕事をす



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・エネルギーの変換について説明を聞き，変換の際にエ

ネルギーは失われていくのか考える。 

・利用したいエネルギーに変換できる割合や，それ以外

のエネルギーは，どうなるのか考える。 

・「？課題」さまざまに形態を変えると，エネルギーの

総量は，どうなるのだろうか。 

・「調べて考察しよう」測定した値をもとに，位置エネ

ルギーから電気エネルギーへの変換効率を求める。 

果をたがいに伝え合ったりして，課題の解決

に向けてとり組もうとしている。 

[行動観察・記述分析］ 

ネルギーの変換が単なる理

科の問題だけではなく，社

会と関連していることにつ

いて気づき，課題の解決に

向けて話し合いながら，ね

ばり強くとり組もうとして

いる。 

るのかを，図などを参

考に考えるよう助言・

指導する。 

12 

・実験結果から利用できるエネルギーへの変換効率につ

いて考え，エネルギーの有効利用のためには，利用で

きるエネルギーへの変換効率を高めるくふうが必要な

ことを考える。 

・エネルギー変換の前後で利用できないエネルギーに変

換された分もふくめて，エネルギーの総量は保存され

ていることについての説明を聞く。 

・P.182 図 2～図 4 を参考に，熱にはさまざまな伝わり

方があることについての説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

 

182～

183 
知  人 

エネルギーの総量は保存されることや，エネル

ギーの形態の一つである熱の伝わり方について

理解している。 

[発言分析・記述分析］ 

利用できないエネルギーに

変換された分もふくめて，

エネルギーの総量は保存さ

れるが，エネルギーの利用

のしやすさにはちがいがあ

ることを説明している。特

に，熱に注目し，その伝わ

り方として，伝導や対流，

放射があることを説明して

いる。  

摩擦によって熱が発生

すると，力学的エネル

ギーは保存されないこ

とに気づくことができ

るよう助言・指導す

る。 

13 

・単元のまとめ 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 
 態 〇 自 

力学的エネルギーに関する事物・現象に進んで

かかわり，見通しをもったりふり返ったりする

など，科学的に探究しようとしている。 

[発言分析・記述分析] 

物体の運動に関する事物・

現象に進んでかかわり，科

学的に探究する態度を養う

とともに，自然を総合的に

見ることができるようにす

る。 

今まで学んだことの振

り返りを行い、理解度

を確認し、学習内容が

定着していないところ

を指導・助言する。 

14 

・単元テスト 

 

知 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元の内容について、知識

に関する試験問題を 45%以

上理解できている。 

授業時間内で、テスト

の振り返りを行わせ

る。 

思 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元の内容について、思考

に関する試験問題を 45%以

上理解できている。 

授業時間内で、テスト

の振り返りを行わせ

る。 

15 

・３年総合テスト 

 知 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

これまでの内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できている。 

誤答レポートを実施

し、理解できていない

問題を再度考えさせ

る。 

 思 ○ 自 
これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

これまでの内容について、

思考に関する試験問題を

誤答レポートを実施

し、理解できていない



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評価

例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

[ペーパーテスト] 45%以上理解できている。 問題を再度考えさせ

る。 

 

【単元 4】プロローグ 星空をながめよう （教科書 P.194～199） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら，月や太陽の表面のようすについての基本的

な概念や原理・法則などを理解するとともに，それらの観察，実験の技能を身につける。（知

識・技能） 

・月や太陽，恒星について，天体の観察，実験などを行い，その結果や資料を分析して解釈し，太

陽系と恒星についての特徴や規則性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり返る。（思

考・判断・表現） 

・太陽系と恒星に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，月や太陽

の表面のようすについての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

月や太陽，恒星について，天

体の観察，実験などを行い，

その結果や資料を分析して解

釈し，太陽系と恒星について

の特徴や規則性を見いだして

表現しているとともに，探究

の過程をふり返るなど，科学

的に探究している。 

太陽系と恒星に関する事物・現

象に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとして

いる。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

プロローグ 星空をながめよう 

・「継続観察をしよう」星の継続観察の方法を理解し，

単元の学習中に観察を行い，星の見え方を時刻や日付

が変化することでどのようになるか考える。 

・「調べよう」月を継続観察して，満ち欠けや見える方

位の変化を調べる。 

 

第 1 節 太陽 

・「レッツ スタート！」太陽が私たちにとってどのよう

な存在か知っていることを話し合う。 

・「？課題」太陽の表面は，どのようになっているだろ

うか。 

・「基礎操作」天体望遠鏡の使い方を確認する。 

【観察 1】太陽の黒点の観察 

・観察 1 を行い，日を変えて太陽の表面を天体望遠鏡で

観察し，黒点について調べる。 

194～

197 
思  

キ 

自 

天体やその動きについて継続的に観測し，特徴

や規則性を考えてまとめ，表現している。 

［行動分析，記述分析］ 

天体やその動きについて

継続的に観測し，特徴や

規則性を見いだし，自分

の考えを導いてまとめ，

表現している。 

天体やその動きについて継

続的に観測させ，どのよう

な特徴や規則性があるか見

いだせるよう助言する。 

2 

・「モデルを使って考えよう」同じ黒点が移動したもの

かをモデルを使って考え，話し合う。 

・ボールをモデルにして，黒点の移動を立証し，モデル

と太陽の黒点の見え方が同じであることを確認する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

198～

199 
思  課 

黒点の継続観察の記録やモデル実験から，太陽

が球形で，自転していることを見いだしてまと

め，表現している。 

［発言分析，記述分析］ 

黒点の継続観察の記録を

もとに，太陽の形状や動

きを予想し，モデル実験

で確かめ，太陽が球形

で，自転していることを

見いだし，自らの考えを

導いてまとめ，表現して

いる。 

黒点の継続観察の結果やモ

デル実験で，黒点が移動し

ていることを説明し，太陽

が球形で，自転しているこ

とに着目できるよう助言す

る。 



 

 

【単元 4】第 1章 地球の運動と天体の動き （教科書 P.201～222） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら，日周運動と自転，年周運動と公転について

の基本的な概念や原理・法則などを理解するとともに，それらの観察，実験の技能を身につけ

る。（知識・技能） 

・天体の動きと地球の自転・公転について，天体の観察，実験などを行い，その結果や資料を分析

して解釈し，天体の動きと地球の自転・公転についての特徴や規則性を見いだして表現する。ま

た，探究の過程をふり返る。（思考・判断・表現） 

・天体の動きと地球の自転・公転に関する事物・現象に進んでかかわり科学的に探究しようとする

態度と生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ること

ができるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，日周運動

と自転，年周運動と公転につい

ての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

天体の動きと地球の自転・公

転について，天体の観察，実

験などを行い，その結果や資

料を分析して解釈し，天体の

動きと地球の自転・公転につ

いての特徴や規則性を見いだ

して表現しているとともに，

探究の過程をふり返るなど，

科学的に探究している。 

天体の動きと地球の自転・公転

に関する事物・現象に進んでか

かわり，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的に探

究しようとしている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 太陽の 1 日の動き 

・「レッツ スタート！」太陽の 1 日の道筋について話し

合う。 

・「基礎操作」天球の使い方を確認する。 

・「？課題」太陽は，1 日でどのように動いて見えるの

だろうか。また，その理由は何だろうか。 

【観察 2】太陽の 1 日の動き 

・観察 2 を行い，透明半球を用いて太陽の 1 日の動きを

観察し，太陽の動きの特徴を調べる。 

201～

203 
知 〇 自 

透明半球を用いて太陽の1日の動きを，太陽の位

置に注目しながら記録し，その特徴について理

解している。 

[発言分析・透明半球] 

透明半球を用いて太陽の1

日の動きを適切に記録

し，その結果から，太陽

が天球上を一定の速さで

動いていることを見いだ

している。 

太陽の1日の動きを透明半

球に記録するとき，ほかの

生徒の適切な記録を参考に

しながら，透明半球のモデ

ルの見方や観察の方法を確

認し，間違えた点があれ

ば，助言・指導する。 

2 

・「モデルを使って考えよう」P.204 図 2 のモデルを使

って地球の自転について考え，話し合う。 

・「調べよう」地球儀と小型透明半球を使って太陽の動

きを調べる。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

204～

205 
思  課 

太陽の1日の動きを表した透明半球の観察記録を

もとに，地球の自転と関連づけて太陽と地球の

位置関係の規則性を見いだして表現している。 

[発言分析] 

太陽の1日の動きを表した

透明半球の観察記録をも

とに，モデルや地球儀を

使って，太陽と地球の位

置関係の規則性を地球の

自転と関連づけて見いだ

し，観測地ごとの日の

出，日の入り，南中の時

刻を推測したり，その位

置を透明半球上に表現し

たりしている。 

透明半球につけた点の結び

方や，その延長させる方向

について，ほかの生徒の発

表をもとにふり返り，自分

の考えを確認するよう助言

する。また，天球の使い方

について，再度指導する。 

3 

第 2 節 地球の自転と方位，時刻 

・「レッツ スタート！」日中の太陽や夜空の星が移動し

て見えるのはなぜか考え，話し合う。 

・「？課題」地球上の方位と時刻は，どのように決めら

れているのだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」ミニ地球儀を用いて

方位と時刻について考える。 

206～

207 
知  課 

宇宙から見た地球上の各地点の方位が，自転と

ともに変化することや，太陽と観測点との位置

関係により，その地点でのおおよその時刻が決

まることを理解している。 

［ペーパーテスト，記述分析］ 

宇宙から見た地球上の各

地点の方位が，自転とと

もに変化することや，太

陽と観測点との位置関係

により，その地点でのお

およその時刻が決まるこ

とを，図などを用いて地

地球上における方位の決ま

りについて，地球のモデル

などを利用して個別に指導

する。朝日が見られるとき

の太陽と地球の位置関係や

時刻を例示し，モデルを使

って個別に助言・指導す



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

球の自転と関連づけて説

明している。 

る。 

4 

第 3 節 星の 1 日の動き 

・「レッツ スタート！」星の 1 日の動きについて，図 1

からわかることを考え，話し合う。 

・「？課題」地球の自転と星の 1 日の動きは，どのよう

な関係だろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」夜に見ることができ

る星は，どのように動くのか予想し，話し合う。 

【観察 3】星の 1 日の動き方 

・観察 3 を行い，星の動きを観察して，天球全体の星の

1 日の動き方の決まりを考える。 

208～

209 
態 〇 課 

太陽の動きをもとに夜に見ることができる星の

動き方を予想し，見通しをもって科学的に探究

しようとしている。 

[発言分析・記述分析] 

太陽の動きをもとに夜に

見ることができる星がど

のように動くのかを予想

している。また，話し合

いを通して自らの学習を

調整し，見通しをもって

科学的に探究しようとし

ている。 

天体の動く理由の1つとし

て，太陽の動き方に注目し

て個別に指導する。時間と

ともにどのように動いたか

を考え，夜に見られる星の

動き方について助言・指導

する。 

5 

・東西南北それぞれの方位から見られる天体の見かけの

動きと天球上の見え方を考える。 

・天体の日周運動について，太陽の日周運動と関連づけ

て見いだして理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

210～

211 
思  課 

星の動きを示した観察記録，コンピュータシミ

ュレーション，写真などをもとに，星の1日の動

きを透明半球に表し，東西南北のそれぞれの方

位における規則性を見いだし，表現している。 

[発言分析・記述分析・透明半球] 

星の動きを示した観察記

録，コンピュータシミュ

レーション，写真などを

もとに，星の1日の動きを

透明半球やモデルに正し

く表現している。さら

に，東西南北のそれぞれ

の方位における規則性を

見いだし，表現してい

る。 

天球の概念について再確認

するとともに，観測者の視

点とのちがいを説明し，再

度，透明半球上に記録する

など，個別に指導する。 

6 

第 4 節 天体の 1 年の動き 

・「レッツ スタート！」同じ時刻に見える星が，季節ご

とに変わるのはどうしてかを考え，話し合う。 

・「？課題」真夜中に見られる星座は，1 年を通してど

のように移り変わるだろうか。 

・「課題に対する自分の考えは？」真夜中に見られるオ

リオン座の星座の 1 か月後，3 か月後，1 年後の見え

方について考え，話し合う。 

【実習 1】地球の公転と見える星座の関係 

・実習 1 を行い，地球の公転モデルを作成し，見える星

座の移り変わりを調べる。 

212～

213 
知 〇 自 

実習から，公転によって，季節ごとに地球での

星座の見え方が変わることを理解している。 

［ペーパーテスト，記述分析］ 

実習から，星座の年周運

動のモデルを用いて，地

球が公転することによっ

て真夜中に見られる星座

が移り変わることを見い

だし，説明している。 

モデルの視点が宇宙からの

視点であることを指導し，

宇宙からの天体の位置につ

いて，再度確認したうえ

で，地球の公転によって星

座が移り変わることを助

言・指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

7 

・「考察しよう」真夜中に南中する星座がどのように移

り変わるか考え，話し合う。 

・「モデルを使って考えよう」ミニ天球モデルと黄道 12

星座の帯を用いて，真夜中に南中する星座や，今日の

1 日の星座の見え方を考える。 

・「例題」の考え方を参考にして，「練習」を行う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

214～

217 
思  課 

実習をふり返りながら，宇宙における天体，太

陽，地球の位置関係を代表的な星座の見える時

期と関連づけて表現している。 

[発言分析・記述分析] 

実習をふり返りながら，

コンピュータシミュレー

ションやモデルも活用

し，視点を変えて，宇宙

における天体，太陽，地

球の位置関係を代表的な

星座の移り変わりと関連

づけて見いだし，表現し

ている。 

地球から見られる星座と宇

宙からの地球と星座の位置

関係について，ほかの生徒

の結果から再度モデルを使

って考察し，地球が公転す

ると見られる星座が変わる

ことに気づかせられるよう

助言・指導を行う。 

8 

第 5 節 地軸の傾きと季節の変化 

・「レッツ スタート！」継続観察の結果から，季節によ

る太陽の日周運動のちがいについて考え，話し合う。 

・「？課題」季節によるさまざまなちがいは，どのよう

にして生じるだろうか。 

・「調べよう」太陽の光が当たる角度と温度上昇の関係

について調べる。 

【実習 2】季節による昼と夜の長さの変化 

・実習 2 を行い，地球の公転モデルを使って，季節によ

る昼と夜の長さの変化と公転との関係を調べる。 

218～

219 
思 〇 自 

季節ごとの地球への太陽の光の当たり方の変化

について，実習を行い，実験結果を分析して解

釈し，表現している。 

[発言分析・記述分析] 

季節ごとの地球への太陽

の光の当たり方の変化に

ついて，実習を計画立て

て行い，実験結果を分析

して地球の公転と関連づ

けて現象を解釈し，表現

している。 

季節を見つけにくい生徒に

対しては，北極への光の当

たり方に注目させて，常に

光が当たっている位置が日

本の夏になることを説明す

る。 

9 

・第１章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

220～

222 

知 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

誤答レポートを実施し、理

解できていない問題を再度

考えさせる。 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

誤答レポートを実施し、理

解できていない問題を再度

考えさせる。 

態 〇 自 

地軸が傾きながら公転をすることで，太陽の光

の当たり方と，昼と夜の長さが変化することに

ついて，実習から科学的に探究しようとしてい

る。 

[発言分析・記述分析] 

地軸が傾きながら公転を

することで，太陽の光の

当たり方と，昼と夜の長

さが変化することについ

て，透明半球上の記録と

実習の結果と結びつけて

考察し，科学的に探究し

ようとしている。 

 

地軸が傾きながら公転した

ときの光の当たるようす

が，地球と太陽の位置関係

によって変化することや，

地軸が傾かないと変化しな

いことをモデルを用いて個

別に指導し，原因が地軸の

傾きであることを助言・指

導する。 

 

【単元 4】第 2章 月と金星の見え方 （教科書 P.223～234） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら，月や金星の運動と見え方についての基本的 身近な天体とその運動に関する 太陽系と恒星について，天体の 太陽系と恒星に関する事物・



 

な概念や原理・法則などを理解するとともに，それらの観察，実験の技能を身につける。（知

識・技能） 

・太陽系と恒星について，天体の観察，実験などを行い，その結果や資料を分析して解釈し，月や

金星の運動と見え方についての特徴や規則性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり返

る。（思考・判断・表現） 

・太陽系と恒星に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

特徴に着目しながら，月や金星

の運動と見え方についての基本

的な概念や原理・法則などを理

解しているとともに，科学的に

探究するために必要な観察，実

験などに関する基本操作や記録

などの基本的な技能を身につけ

ている。 

観察，実験などを行い，その結

果や資料を分析して解釈し，月

や金星の運動と見え方について

の特徴や規則性を見いだして表

現しているとともに，探究の過

程をふり返るなど，科学的に探

究している。 

現象に進んでかかわり，見通

しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，発表する。 

第 1 節 月の満ち欠け 

・「レッツ スタート！」P.224 図 1 の半月は，どのよう

に形を変えていくのか考え，話し合う。 

・「？課題」月が満ち欠けをくり返すのはなぜだろう

か。 

・「調べよう」月の観察記録を使って，月の満ち欠けに

ついて考える。 

【実習 3】月の満ち欠けについてのモデル実習 

・実習 3 を行い，月の運動を月の見え方と関連づけてモ

デルを使って考え，説明する。 

223～

225 
知 ○ 自 

日没後の同じ時刻に，月の見える位置や満ち欠

けのようすを観察し，その結果を記録してい

る。 

［行動観察，記述分析］ 

日没後の同じ時刻に，月

の見える位置や満ち欠け

のようすをより多く観察

し，その結果をスケッチ

など，さまざまな方法を

使って正しく記録してい

る。 

日没後の同じ時刻にするこ

との意味を助言し，月の見

える位置や形の変化をとら

えるよう指導する。 

2 

・モデルを使った実習の結果から，太陽と地球と月の位

置関係が月の公転とともに変わることに気づく。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

226～

227 
思  課 

月の満ち欠けのしくみについて，月の公転と関

連づけて考えてまとめ，表現している。 

［発言分析，記述分析］ 

月の満ち欠けのしくみに

ついて，月の公転と太

陽・月・地球の位置とを

関連づけ，自らの考えを

導いてまとめ，表現して

いる。 

月が地球のまわりを公転す

ることによって，月の満ち

欠けなどのようすが変化す

ることを，図やモデルで示

しながら考えるよう助言・

指導する。 

3 

第 2 節 日食と月食 

・「レッツ スタート！」P.228 図 1 で，太陽が満ち欠け

しているように見える理由について考え，話し合う。 

・「？課題」月食や日食は，どのようにして起こるのだ

ろうか。 

・月食や日食が起こる理由について，太陽・地球・月の

位置関係をもとにした説明を聞く。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

228～

229 
態 ○ 課 

月食や日食は，太陽，地球，月がどのような位

置関係になったときに起こるのか，モデルや図

を使って話し合い，自分の考えを表現しようと

している。 

［発言分析，記述分析］ 

月食や日食は，太陽，地

球，月がどのような位置

関係になったときに起こ

るのか，モデルや図を使

って話し合い，ほかの生

徒の意見にも耳を傾け，

グループ全体の意見をま

とめ，発表に結びつけよ

うとしている。 

図やモデルで示しながら，

月食や日食のようすを再現

して考えるよう助言・指導

する。 

4 

第 3 節 金星の見え方 

・「レッツ スタート！」地球から見た金星がなぜ欠けて

見えるのか，話し合う。 

・「？課題」金星が満ち欠けして見えるのはなぜだろう

か。 

・「調べよう」金星の動きと満ち欠けのようすを観察す

る。 

230～

231 
知  

人 

自 

地球と金星の位置関係から金星の見える方角や

時刻，形の変化について理解し，知識を身につ

けている。 

［発言分析，ペーパーテスト］ 

地球と金星の位置関係か

ら金星の見える方角や時

刻，形の変化について理

解し，適切に説明してい

る。 

金星の見える位置や時刻，

形の変化について，例え

ば，太陽と金星の位置を固

定してどこに地球があると

観察記録のように見えるか

を考えるよう助言し，さら

に図やモデルで示して説明



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

【実習 4】金星の満ち欠けについてのモデル実習 

・実習 4 を行い，太陽，地球，金星の位置関係と動き方

のモデルをつくり，金星の満ち欠けについての自分の

考えを説明する。 

する。 

5 

・「探究をふり返ろう」実習 4 でつくったモデルがうま

く説明できなかった場合，どこがよくなかったのかを

考える。 

・金星の運動（公転）モデルについて，地球からの星座

の見え方と 1 年間の地球の動きで考えたモデルを関連

づけて考える。 

232～

233 
思 〇 課 

地球と金星の位置関係による，金星の見える位

置や時刻，形の変化について，実習をふり返り

ながら考えてまとめ，表現している。 

［発言分析，記述分析］ 

地球と金星の位置関係に

よる，金星の見える方角

や時刻，形の変化につい

て，実習をふり返りなが

ら，自分の考えを導いて

まとめ，表現している。 

金星の見える位置や時刻，

形の変化について，太陽の

まわりを金星と地球が公転

しているようすを図やモデ

ルで示し，観察記録のよう

に見えるか考えるよう助

言・指導する。 

6 

・第２章テスト 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

233～

234 

知 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

知識に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

誤答レポートを実施し、理

解できていない問題を再度

考えさせる。 

思 〇 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

第１章の内容について、

思考に関する試験問題を

45%以上理解できてい

る。 

誤答レポートを実施し、理

解できていない問題を再度

考えさせる。 

態 ○ 自 

月と金星の運動のモデルについて，仮説の正し

い点と異なる点をふり返り，ポートフォリオに

自分の言葉で記述している。 

［発言分析，記述分析］ 

月と金星の運動のモデル

について，仮説の正しい

点と異なる点をふり返

り，ポートフォリオに記

述している。 

太陽のまわりを金星と地球

が公転しているようすを再

度確認し，モデルの仮説と

比べるよううながす。 

 

【単元 4】第 3章 宇宙の広がり （教科書 P.235～243） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・身近な天体とその運動に関する特徴に着目しながら，惑星と恒星についての基本的な概念や原

理・法則などを理解するとともに，それらの観察，実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・太陽系と恒星について，天体の観察，実験などを行い，その結果や資料を分析して解釈し，太陽

系と恒星についての特徴や規則性を見いだして表現する。また，探究の過程をふり返る。（思

考・判断・表現） 

・太陽系と恒星に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

身近な天体とその運動に関する

特徴に着目しながら，惑星と恒

星についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

太陽系と恒星について，天体の

観察，実験などを行い，その結

果や資料を分析して解釈し，太

陽系と恒星についての特徴や規

則性を見いだして表現している

とともに，探究の過程をふり返

るなど，科学的に探究してい

る。 

太陽系と恒星に関する事物・

現象に進んでかかわり，見通

しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 太陽系の天体 

235～

237 
思  キ 

太陽系の広がりや惑星の位置関係を考え，表現

している。 

[発言分析・記述分析] 

自らのデータをもとに図

示するなどして，惑星の

大きさや太陽から惑星ま

太陽系の広がりや惑星の位

置関係や大きさについて，

図や映像などの各種資料を



 

・「レッツ スタート！」太陽系のさまざまな天体を調べ

て，話し合う。 

・「？課題」太陽系の天体にはどのようなものがあり，

どのような特徴をもっているだろうか。 

・「比べよう」太陽系の各惑星をさまざまな観点で比較

する。 

での距離をふくめ，太陽

系の広がりや惑星の位置

関係を適切に表現してい

る。 

使ってイメージできるよう

助言・指導する。 

2 

・惑星やそのほかの太陽系の天体の特徴についての説明

を聞く。 

・「データから考えよう」地球以外の太陽系の惑星や衛

星でも人間が生存できるか，考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

238～

239 
知 ○ 課 

太陽系の恒星，惑星，衛星，すい星などの天体

の特徴について理解し，知識を身につけてい

る。 

[発言分析・記述分析] 

太陽系の恒星，惑星，衛

星，すい星など，より多

くの天体の特徴について

理解し，適切に説明して

いる。 

太陽系の恒星，惑星，衛

星，すい星などの天体の特

徴について，資料の範囲を

限定して示す。 

3 

第 2 節 宇宙の広がり 

・「レッツ スタート！」P.240 図 1 を見て考えたことを

話し合う。 

・「？課題」私たちは，宇宙のなかのどこにいるのだろ

うか。 

240～

241 
思 ○ 人 

恒星や銀河系など，宇宙の構造の特徴を考え，

表現している。 

[発言分析・記述分析] 

モデルなどを使って，銀

河系と恒星の関係を見い

だし，表現している。 

銀河系の全体の構造や部分

のクローズアップなどを示

し，イメージしやすいよう

にくふうする。 

4 

・ 

5 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「どこでも科学」太陽系の天体や銀河系内の天体，銀

河の大きさについて考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

 

241～

243 
態 ○ 人 

教室内や校庭などで太陽系モデルを用いて，そ

のスケールを実感することに進んでかかわろう

としている。系外惑星で生命の存在が考えられ

るか，これまでに学んだ事項をいかしながら，

話し合おうとしている。 

[行動観察・記述分析] 

進んで「どこでも科学」

の活動の準備にかかわ

り，宇宙のスケールを実

感しようとしている。系

外惑星で生命の存在が考

えられるか，これまでに

学んだ事項をいかしなが

ら，話し合いに積極的に

かかわろうとしている。 

P.238「データから考えよ

う」を思い出させながら，

生命の存在条件を整理し，

系外惑星での可能性を考え

られるよう助言・指導す

る。 

6 

・単元のまとめ 

 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えをポートフォリオに記述する。 

 態 〇 自 

これまでの学習を理解して進んで学ぼうとして

いるか。 

[行動観察・記述分析] 

天体に関する事物・現象

に進んでかかわり科学的

に探究しようとする態度

と生命を尊重し，自然環

境の保全に寄与する態度

を養うとともに，自然を

総合的に見ることができ

るようにする。 

今まで学んだことの振り返

りを行い、理解度を確認

し、学習内容が定着してい

ないところを指導・助言す

る。 

7 ・単元テスト 

 知 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元の内容について、知

識に関する試験問題を４

割５分以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

 思 ○ 自 

これまでの学習の振り返りをペーパーテストで

行う。 

[ペーパーテスト] 

単元の内容について、思

考に関する試験問題を４

割５分以上理解できてい

る。 

授業時間内で、テストの振

り返りを行わせる。 

 



 

【単元 5】第 1章 自然のなかの生物 （教科書 P.255～268） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・日常生活や社会と関連づけながら，自然界のつり合いについて理解するとともに，それらの観

察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な自然環境を調べる観察，実験などを行い，自然環境の保全のあり方について，科学的に考

察して判断する。（思考・判断・表現） 

・生物と環境に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，自然界のつり合いについて

の基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，科

学的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

生物と環境について，身近な

自然環境などを調べる観察，

実験などを行い，自然環境保

全のあり方について，科学的

に考察して判断しているな

ど，科学的に探究している。 

生物と環境に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 生態系 

・「レッツ スタート！」ニホンアカガエルが生息するの

に必要な環境について考え，話し合う。 

・生態系の概念の説明を聞く。 

・生物が何を栄養にしているのか，生物以外のどのよう

な環境が必要なのかを考え，人間も生態系の一部であ

ることを理解する。 

255～

256 
知  

人 

自 

私たちが食べているものがどのような自然環境

でつくられているかを，自分の知識や体験から

考えている。 

［発言分析・行動観察］ 

自分が好きな食べ物や最

近食べた物が，どのよう

な自然環境でつくられた

かを説明している。 

好きな食べ物をあげさせ，

それはどのような生物から

つくられているかを考える

よう助言する。例えば，ハ

ンバーグが好きであれば，

牛肉はどこでつくられる

か，ウシはどのように成長

するかなどを考えるよう助

言・指導する。 

2 

・「？課題」生態系では，生物どうしの間にどのような

関係が見られるだろうか。 

・食物連鎖，食物網の概念の説明を聞く。 

・いっぱんに，食べる側の生物より食べられる側の生物

の個体数が多いことを理解する。 

・ある生態系について，植物など無機物から有機物をつ

くることができる生物を底面におき，それを食べる生

物をその上に，さらにそれを食べる生物をその上に置

いていくと，ピラミッド形になることを理解する。 

・「推測しよう」教科書の資料をもとに，何らかの原因

で草食動物が増えたとすると，その後どのようなこと

が起こると考えられるか，話し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

256～

259 
思 ○ 課 

生物の数量のつり合いについて，ある生物が一

時的に増えたり，減ったりしても，食物連鎖の

関係により，ほぼ一定に保たれることを考察し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

植物がふえると，草食動

物がふえて植物が減り，

草食動物がふえると，そ

れをえさにしている肉食

動物がふえて草食動物が

減り，草食動物が減る

と，植物がふえるなど，

食物連鎖と生物の数量の

変化について，科学的に

考え，表現している。 

 

食物連鎖の復習を行い，食

べる－食べられる生物の関

係性を再確認するよううな

がす。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

第 2 節 生態系における生物の関係 

・「レッツ スタート！」それぞれの動物がどのようにか

かわっているのかについて考え，話し合う。 

・「？課題」生態系において，それぞれの生物はどのよ

うなはたらきをしているのだろうか。 

・生態系における生産者と消費者に関する説明を聞く。 

・自然界で生物の死がいや排出物だらけにならない理由

を考え，消費者のうち，生物の死がいや動物の排出物

などの有機物をとり入れて，無機物に変えるはたらき

をしている生物がおり，その生物を分解者とよんでい

ることを理解する。 

・P.262 図 1，図 2 から，菌類，細菌類が利用されてい

る例について理解する。 

・「課題に対する自分の考えは？」水界での分解者につ

いて考える。 

260 ～

263 
知  課 

生態系の生物には生産者，消費者に加えて，分

解者の役割があることを理解し，分解者には人

間にとって有用な役割があるものがいること

を，具体例をまじえて理解している。 

［行動観察・発言分析］ 

分解者がいることで，有

機物が無機物になり，再

び生産者に利用されるこ

とを説明している。納豆

やヨーグルトなどを例に

あげ，身近なところで分

解者が利用されているこ

とを説明している。 

分解者が何を分解している

のかを考えることをうなが

す。また，納豆などの発酵

食品を例にあげ，発酵前と

発酵後のようすを伝えて，

分解者のはらたきについて

発言することができるよう

助言・指導する。 

4 

【実験 1】微生物のはたらき 

・実験 1 を行い，水槽のろ過フィルターの微生物のはた

らきを調べる。 

・「推測しよう」川の微生物が多く存在しているところ

を推測する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「つながる科学」生活排水がどのようにして処理され

ているかについて説明を聞く。 

263～

265 
思 ○ 人 

水槽のろ過フィルターの中の微生物のはたらき

についての実験を行い，その実験結果から科学

的に考察して，分解者の役割を判断している。 

［行動分析・記述分析］ 

対照実験を行い，水槽の

ろ過フィルターの中に入

れていた脱脂綿を入れる

と，デンプンを分解する

ことから，ろ過フィルタ

ーの中に存在した微生物

が分解者であり，デンプ

ンなどの有機物を分解す

る役割があることを，実

験結果から判断してい

る。 

ろ過フィルターにはさんで

おいた脱脂綿と，そうでは

ない脱脂綿のちがいを比較

し，ちがいに気づかせる。

第 1 学年，第 2 学年で学習

した水中の小さな生物につ

いて思い出させる。水槽の

ろ過フィルターの中に本当

に微生物がいるのかを疑問

に思う生徒がいる場合は，

顕微鏡でろ過フィルターの

中に微生物がいることを確

認する。 

5 

第 3 節 炭素の循環と地球温暖化 

・「レッツ スタート！」生物のからだをつくる有機物は

どこからくるのかを考え，話し合う。 

・「？課題」生物のからだをつくる炭素は，食物連鎖に

ともなって，生態系をどのように移動しているのだろ

うか。 

・光合成と呼吸について整理した後，教科書の図の矢印

をたどりながら，炭素が自然界を循環していることに

気づく。 

・人間の活動が地球温暖化を引き起こす 1 つの要因であ

ることを理解する。 

・地球温暖化の影響について理解する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

266～

268 
態 ○ 人 

人間の活動によって，二酸化炭素などの温室効

果ガスが増加し，地球温暖化が進行しているこ

とを理解し，生態系にあたえる影響を考え，人

間と環境のかかわりをふり返ろうとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

物質は生態系内を循環し

ているが，その循環が，

一部でとどこおることで

地球温暖化などの環境問

題が生じることを理解

し，人間の活動が生態系

にあたえる影響について

総合的にとらえようとし

ている。 

生態系での物質の循環を学

んだ後に，人間の活動が炭

素の移動にどのような影響

をあたえるかを考えさせ，

大気中の二酸化炭素（温室

効果ガス）の事例をもと

に，炭素の循環について思

考できるよう助言・指導す

る。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

し，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えを記述し，話し合う。 

 

【単元 5】第 2章 自然環境の調査と保全 （教科書 P.269～278） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・日常生活や社会と関連づけながら，自然環境の調査と環境保全について理解するとともに，それ

らの観察，実験などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・身近な自然環境を調べる観察，実験などを行い，自然環境の保全のあり方について，科学的に考

察して判断する。（思考・判断・表現） 

・生物と環境に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊

重し，自然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるように

する。（主体的に学習に取り組む態度） 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，自然環境の調査と環境保全

についての基本的な概念や原

理・法則などを理解していると

ともに，科学的に探究するため

に必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本的

な技能を身につけている。 

生物と環境について，身近な

自然環境などを調べる観察，

実験などを行い，自然環境保

全のあり方について，科学的

に考察して判断しているな

ど，科学的に探究している。 

生物と環境に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，発表する。 

第 1 節 身近な自然環境の調査 

・「レッツ スタート！」身近な自然のなかにいる生物を

調べる方法について考え，話し合う。 

・「？課題」生物と自然環境はどのようにかかわってい

るのだろうか。身近な自然環境を調査してみよう。 

・「調べ方を考えよう」教科書に例示されている具体的

な対象や方法について話し合い，班で協力して調査を

計画する。 

調査例 1：水生生物を指標にした川の水のよごれの調

査 

調査例 2：土壌動物を指標にした自然環境の状態の調

査（校庭や植えこみなどの土壌の比較） 

調査例 3：コドラートを用いた植生調査 

269～

271 
知  自 

身近な自然環境の調査を行うために目的を決め

て，計画を立てている。 

［発言分析・行動観察］ 

身近な自然環境を調査す

るための目的を決めて，

具体的な計画を作成して

いる。 

いくつかの調査方法を示

し，その中で興味のある調

査をもとに計画を立案する

よううながす。 

2 

【調査 1】身近な自然環境の調査 

・班ごとに計画した調査方法に従って，身近な自然環境

について調べる。 
271～

273 
知 ○ 自 

自然環境の調査の注意事項をふまえたうえで，

立案した調査方法をもとに，協力して調査を行

い，その結果を記録している。 

［行動観察・記述分析］ 

立案した調査方法をもと

にして，自然環境の調査

を安全に協力して行い，

その記録を適切な方法で

まとめている。 

班の中で記録係や測定係を

決めて，協力して調査を行

うようにうながす。P.270

「自然環境の調査の注意

点」などを参照し，注意事

項を厳守するよう指導す

る。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

3 

・前時で調査した結果をまとめ，考察したことを発表す

る。 

・自然環境調査の重要性と，調査の結果から考えられる

ことについてまとめる。 

273 思 ○ 自 

調査で得られた結果をふまえて，班のメンバー

と意見を出し合いながら科学的な観点で考察し

ている。 

［発言分析・記述分析］ 

調査結果から考えられる

ことについて科学的な観

点で考察し，その環境の

特性について判断してい

る。 

一緒に調査をした班のメン

バーと結果を共有し，その

結果をもとにして，考察を

進めるよう助言・指導す

る。 

4 

第 2 節 人間による活動と自然環境 

・「レッツ スタート！」シカが増加した原因について考

え，話し合う。 

・「？課題」自然環境に人間の活動がどのような影響を

あたえているのだろうか。 

・P.274 図 2～図 4 のシカの食害の写真などを見て，シ

カが増加した理由についての説明を聞き，人間の自然

へのかかわりが自然界のつり合いを変化させることを

認識する。 

・自然界のつり合いが変化する原因の例として，人間の

活動や外来生物の影響があることを知る。 

・「調べて発表しよう」外来生物がどのようにして持ち

こまれたのか，生態系にどのような影響をあたえるか

について教科書の生物の例を参考に考え，発表する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

274～

275 
態  課 

人間の活動が自然環境に影響をあたえることを

理解し，身のまわりの外来生物について進んで

調べ，発表している。 

［発言分析・行動分析］ 

人間の活動が自然環境に

影響をあたえることを理

解し，身のまわりの外来

生物がどのように持ちこ

まれ，自然環境にどのよ

うな影響をあたえるのか

などを進んで調べ，発表

している。 

外来生物のいくつかの例を

あげ，その例についてイン

ターネットや書籍で調べる

よう助言・指導する。 

5 

第 3 節 自然環境の開発と保全 

・「レッツ スタート！」生物を絶滅させないためにでき

ることを考え，話し合う。 

・「？課題」自然環境を保全するためにどのような活動

が行われているのだろうか。 

・人間の活動により自然環境が急激に変化したことを理

解する。 

・多くの生物が絶滅しており，生物多様性の低下が問題

になっていることを理解する。 

・「発表しよう」里山保全や森林保護，湿地保全など地

域の環境保全のとり組みを調べ，発表する。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「君ならどうする？」環境を保全するために私たちが

できることを考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

276～

278 
態 ○ 人 

自然環境を保全するさまざまなとり組みを理解

し，科学的な観点をふまえて，自然環境の保全

に向けて，身のまわりからできる行動を考え，

実行しようとしている。 

［行動分析・記述分析］ 

自然環境を保全するさま

ざまなとり組みについて

調べ，自然環境の保全に

ついて科学的な観点をふ

まえて自分ができる具体

的な行動を考えて記述

し，その行動を実行しよ

うとしている。 

身近な消費に目を向けて，

自分の消費活動が環境にあ

たえる影響を考え，その消

費活動を見直すよう助言・

指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

し，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えを記述し，話し合う。 

 

【単元 5】第 3章 科学技術と人間 （教科書 P.279～296） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・人間は水力，火力，原子力，太陽光などからエネルギーを得ていることを知るとともに，エネル

ギー資源の有効な利用が大切であることを認識する。また，物質に関する観察，実験などを通し

て，日常生活や社会では，さまざまな物質が幅広く利用されていることを理解するとともに，物

質の有効な利用が大切であることを認識する。さらに，科学技術の発展の過程を知るとともに，

科学技術が人間の生活を豊かで便利にしていることを認識する。あわせて，それらの観察，実験

などに関する技能を身につける。（知識・技能） 

・日常生活や社会で使われているエネルギーや物質について，見通しをもって観察，実験などを行

い，その結果を分析して解釈するとともに，自然環境の保全と科学技術のあり方について，科学

的に考察して判断する。（思考・判断・表現） 

・エネルギーと物質に関する事物・現象，自然環境の保全と科学技術の利用に関する事物・現象に

進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度を養うとともに，自然を総合的に見ることがで

きるようにする。（主体的に学習に取り組む態度） 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，エネルギーとエネルギー資

源，さまざまな物質とその利

用，科学技術の発展，自然環境

の保全と科学技術の利用につい

ての基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

日常生活や社会で使われてい

るエネルギーや物質につい

て，見通しをもって観察，実

験などを行い，その結果を分

析して解釈したり，自然環境

の保全と科学技術の利用につ

いて，観察，実験などを行

い，自然環境の保全と科学技

術の利用のあり方について，

科学的に考察して判断したり

するなど，科学的に探究して

いる。 

エネルギーと物質に関する事

物・現象，自然環境の保全と科

学技術の利用に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探究し

ようとしている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 さまざまな物質とその利用 

・「レッツ スタート！」私たちの生活のなかで変化して

いるものについて話し合う。 

・「？課題」昔と今で，変わってきた素材や製品にはど

のような物があり，また，なぜ変わってきたのだろう

か。 

【実験 2】素材となる物質の性質 

・実験 2 を行い，各素材の性質を比較することで，利点

や欠点を見いだして，用途とのつながりを考える。 

・「考察しよう」物質の性質と用途との関係について考

え，話し合う。 

・天然の物質とその用途，人工的につくられた物質とそ

の用途について学び，科学技術の発展が日常生活や社

会をより豊かにし，支えていることを認識する。 

279～

282 
態  自 

昔と現在の生活の比較から，素材や製品がどの

ように変わってきたかについて考えようとして

いる。 

［発言分析・行動観察］ 

おむつの素材が布から紙

製品に変わってきた事例

のように，具体例をあ

げ，素材や製品の変化に

ついてねばり強く考えよ

うとしている。 

教員の子どもの頃の生活事

例を示すなどして，具体例

を考えられるよう助言・指

導する。 

2 

・「調べよう」ペットボトル片を熱して，繊維をつく

り，成型や加工ができることを理解する。 

・プラスチックの性質についての説明を聞く。 

・プラスチックの区別のしかたについて説明を聞く。 

・プラスチックの未来について説明を聞く。 

282～

285 
知 ○ 

人 

課 

プラスチックに関する実験や資料から，プラス

チックの性質や利用の利点と欠点を理解してい

る。 

［発言分析・記述分析］ 

プラスチックの性質をそ

れぞれ具体的にあげ，利

用する際の利点と欠点を

説明している。 

身のまわりにさまざまなプ

ラスチック製品があり，各

プラスチックの特徴をいか

した用途に使われているこ

とを認識できるよう助言・



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

指導する。 

3 

第 2 節 エネルギー資源の利用 

・「レッツ スタート！」P.286 図 1 などを参考に，エネ

ルギー総使用量の変化からわかることを考える。 

・P.287 図 3 などを参考に，1 日の電気エネルギーの需

要変化の増減の理由について，現代と 1975 年などと

を比較しながら考え，話し合う。 

286～

287 
思  人 

現代社会は電気エネルギーに依存しているこ

と，および，その理由について考えている。 

［発言分析・記述分析］ 

エネルギー総使用量の変

化と，1 日の電気エネル

ギーの需要変化の増減を

関係づけ，自分の考えを

適切に表現している。 

日常生活における電気エネ

ルギーの利便性を想起する

よううながす。 

4 

・P.288 図 1～図 3 を参考に，さまざまな発電方法の長

所と短所についてまとめる。 

・原子力発電に関連して人体に対する放射線の影響を表

す単位のシーベルトについて確認し，身近な放射線量

とその影響についてまとめる。 

・「つながる科学」福島第一原子力発電所の事故を調

べ，科学的に判断するための知識を身につける。 

288～

289 
知  自 

さまざまな発電方法の長所と短所について理解

している。また，原子力発電に関連して，放射

線について理解している。 

［発言分析・記述分析］ 

さまざまな発電方法の長

所と短所について，自分

の言葉で説明している。

また，放射線について，

利点と欠点を適切に理解

し，説明している。 

身近にある発電所を例にあ

げて，長所と短所の両側面

を考えるよううながす。放

射線については，単に怖い

だけのものではないことが

実感できるよう助言・指導

する。 

5 

・再生可能なエネルギー資源について，P.290 図 1～図

3，P.291図 4などを参考に，さまざまな発電方法の長

所と短所についてまとめ，安定したエネルギー資源を

得るために何をしたらよいかを考える。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

290～

291 
態 〇 課 

再生可能なエネルギー資源について考え，エネ

ルギー資源の利用の課題解決に向けて，ねばり

強くとり組もうとしている。 

［発言分析・記述分析］ 

 

再生可能なエネルギー資

源の問題点と，それを解

決する方向性を見いだそ

うと，自分やほかの生徒

の考えを十分に検討して

改善しようとしている。 

身近にどのような再生可能

なエネルギー資源がある

か，さがしてみるよう助言

する。 

6 

第 3 節 科学技術の発展 

・「君ならどうする？」科学技術がどのように役立って

いるか，どのように活用すべきかについて話し合う。 

・「？課題」科学技術を利用することは，私たちの未来

をどのように変えることになるだろうか。 

【実習１】科学技術の利用のあり方 

・実習１を行い，科学技術の有用性と活用のあり方につ

いて考える。 

・調べた内容や考えたことを 1 枚の紙にまとめる方法につ

いて説明を聞く。 

・視野の広げ方，新聞記事の活用方法，インタビューの活

用方法などの説明を聞く。 

292～

294 
思 〇 人 

科学技術の利用のあり方について，正負の両側

面からとらえ，多様な視点で考えている。 

［行動観察・記述分析］ 

設定したテーマについ

て，関連するキーワード

をつなげていくことによ

り視野を広げ，多様な視

点で科学技術の利用のあ

り方をとらえ，考えてい

る。 

P.292 の会話文を参考にし

て，科学技術の利用が私た

ちの生活を変えていること

を認識させ，さらに未来は

どのように変化していくか

について考えるよう助言・

指導する。 

7 

・「！課題に対する結論を表現しよう」実習 1 につい

て，発表し合う。 

・ほかの生徒の発表を聞いて「？課題」に対する自分の

考えをまとめ，ほかの生徒と考えを共有する。 

・持続可能な社会についての説明を聞く。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「学んだことをチェックしよう」各節で学んだことを

確認する。 

・「学んだことをつなげよう」各節で学んだことを確認

295～

296 
態  人 

ほかの生徒の発表を聞いて，自分の考えをさら

に深めたり，広げたりしようとしている。ま

た，循環型社会の構築のために，社会に積極的

にかかわろうとしている。 

［行動観察・記述分析］ 

実習１に対するほかの生

徒の考えを理解し，自分

の考えを深めたり広めた

りする姿勢を見せ，持続

可能な社会構築への積極

的な姿勢を示している。 

ほかの生徒の意見を整理

し，自分の意見との共通点

や相違点を見いだすよう助

言・指導する。 



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

して，考えたことをノートに記述し，話し合う。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分の

考えを記述し，話し合う。 

 

【単元 5】地域とつながる 自然災害と地域のかかわりを学ぶ （教科書 P.297～300） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・日常生活や社会と関連づけながら，地域の自然災害についての基本的な概念や原理・法則などを

理解するとともに，それらの観察・実験の技能を身につける。（知識・技能） 

・地域の自然災害などを調べる観察，実験などを行い，自然環境の保全と科学技術の利用のあり方

について，科学的に考察して判断する。（思考・判断・表現） 

・環境に関する事物・現象に進んでかかわり，科学的に探究しようとする態度と生命を尊重し，自

然環境の保全に寄与する態度を養うとともに，自然を総合的に見ることができるようにする。

（主体的に学習に取り組む態度） 

日常生活や社会と関連づけなが

ら，地域の自然災害についての

基本的な概念や原理・法則など

を理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操作

や記録などの基本的な技能を身

につけている。 

地域の自然災害などを調べる

観察，実験などを行い，自然

環境の保全と科学技術の利用

のあり方について，科学的に

考察して判断しているなど，

科学的に探究している。 

 

地域の自然災害に関する事物・

現象に進んでかかわり，見通し

をもったり，ふり返ったりする

など，科学的に探究しようとし

ている。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

自然災害と地域のかかわりを学ぶ 

・「レッツ スタート！」自分たちの住む地域で起こった

災害について，保護者や地域の人から聞いたことなど

について話し合う。 

・「？課題」自分たちの住む地域では，どのような災害

が起こるおそれがあるだろうか。 

・「調べよう」自分たちの住む地域に過去に起こった自

然災害について，調査計画を立てる。 

297 態 〇 自 

自分たちの住む地域で過去に起こった自然災害

に関する事物・現象についての情報を収集して

課題を設定し，探究しようとしている。 

［発言分析・行動観察］ 

自分たちの住む地域の自

然災害を調べる際に，多

様な情報を活用して，解

決可能な課題を設定し，

見通しをもって探究しよ

うとしている。 

自分たちの住む地域で過去

に起こった自然災害がある

ことに気づかせ，何につい

て，どのように調べるのか

を具体的に計画することが

できるよう助言・指導す

る。 

2 

・「調べよう」自分たちの立てた調査計画にもとづき，

資料調査・実地調査を行い，その結果をまとめる。 

・調査結果をもとに，科学的な根拠にもとづいた考察を

行い，レポートを作成する。 

297～

298 
思 〇 自 

地域の自然災害を記録や資料をもとに調べた

り，実地調査を行ったりするなどの活動を行

い，調査結果をもとに時間的・空間的な見方か

ら現象をとらえるとともに，自然災害と人間と

のかかわり方について科学的に考察して判断

し，表現している。 

[発言分析・記述分析] 

地域の自然災害を記録や

資料をもとに調べたり，

実地調査を行ったりする

などの活動を行い，大地

の変化の特徴を時間的・

空間的な見方で理解し，

自然を多面的，総合的に

とらえ，自然と人間との

かかわり方について，科

学的に考察して判断し，

表現している。 

資料調査・実地調査などに

よって得られた，それぞれ

の結果をまとめさせ，それ

らをもとに自然と人間との

かかわり方について考察す

ることができるよう助言・

指導する。 

3 

・まとめた結果を発表し合う。 

・「！課題に対する結論を表現しよう」自分の考えをま

とめ，確認する。 

・「学びをいかして考えよう」について考える。 

・「つながる科学」局地的な天候の変化をつかむレーダ

ーの話題や東北地方太平洋沖地震での釜石の事例につ

299～

300 
知 〇 

課 

自 

地域の自然災害についての基本的な概念や原

理・法則などを理解しており，地域の自然やそ

こに起こる災害の特徴を，日常生活や社会と関

連づけながら理解している。 

[記述分析] 

地域の自然災害について

の基本的な概念や原理・

法則などを説明してお

り，地域の自然やそこに

起こる災害の特徴を，日

常生活や社会と関連づけ

例えば，地震や津波のこん

跡，火山灰の分布，台風被

害，洪水や土砂災害，風雪

被害など，これまでに学習

してきた内容を想起させ，

生じた現象と被害との関係



 

いての説明を聞く。 ながら具体的に説明して

いる。 

を認識させるなど，具体的

な事例を示しながら，自然

と人間とのかかわりについ

て，理解できるよう助言・

指導する。 

 

【単元 5】終章 持続可能な社会をつくるために （教科書 P.301～309） 

章の目標 

章の観点別評価規準 

知識・技能（知） 思考・判断・表現（思） 
主体的に学習に取り組む態度

（態） 

・日常生活と社会とを関連づけながら，科学技術が人々の生活を豊かにし，人間の経済活動が環境

に変化をあたえていることを理解するとともに，持続可能な社会をつくることが重要であること

を認識し，そのための科学的調査の技能を身につける。（知識・技能） 

・多様な情報からエネルギーや資源，自然環境についての問題を見いだし，調査や文献などの科学

的知見を分析し，経済活動と環境保全のあり方について，科学的に考察して判断する。（思考・

判断・表現） 

・義務教育段階の理科をふり返り，科学の有効性を判断し，環境に関する科学的調査を計画し，持

続可能な社会の実現に向けてねばり強く討論する。（主体的に学習に取り組む態度） 

経済活動と資源，環境を関連づ

けながら，生物相の変化，資源

の減少などを理解し，それに対

する科学技術や社会的とり組み

から，持続可能な社会に向けた

行動判断のもとになる科学的調

査（文献調査もふくむ）の技能

を身につけている。 

資源・環境の持続性について

問題を見いだし，身のまわり

の調査活動をレポートにまと

め，科学的に考察して持続可

能な社会に向けての行動を判

断している。 

これまでの理科学習についてふ

り返り，持続可能な社会の実現

案を出すための探究を計画し，

これを実施している。 

重点…重点的に生徒の学習状況を見取る観点 記録…記録に残す評価 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

1 

・「Before & After」これまでに学んだことや生活経験

をもとに自分の考えを記述し，話し合う。 

第 1 節 地球環境と私たちの社会 

・「レッツ スタート！」生活経験などをもとに，30 年

後の社会がどう変化するか（P.302 図 1～図 4 やふき

出しは視点例），自分の考えを記述し，ほかの生徒と

意見交換する。 

・今後，社会が変化することを理解したうえで，持続可

能な社会の概念についての説明を聞き，理解する。 

・「？課題」30 年後の社会のために，私たちは社会にど

のようにかかわればよいだろうか。 

・「君ならどうする？」P.303 図 6～図 8 を見て，外来

生物による生態系の変化や野生生物保護活動を学び，

外来生物の存在について，良い，悪いで判断できるか

話し合う。 

301～

303 
思  人 

30 年後の社会と外来生物の存在について，環

境，資源，エネルギー，科学技術等の視点に科

学的根拠をともなって，考えをまとめている。 

［発言分析・行動観察］ 

「？課題」について，科

学的根拠をもって考えを

まとめ，ほかの生徒との

意見交換を通して自分の

考えを修正し，ブラッシ

ュアップされた結論を表

現している。 

どのような視点で考えるか

具 体 的 な 例 を あ げ ，

P.302，P.303の図を根拠

として示し，考えをまとめ

られるよう助言・指導す

る。 

2 

・さまざまな発電方法をふり返り，P.304 図 1，図 2 か

ら，日本における発電方法の割合の経年変化と国別の

発電方法の割合を比較し，気づいたことを発表する。 

・「君ならどうする？」発電方法の望ましい組み合わせ

をグループで話し合い，その結論の理由を説明する。 

・科学技術の進歩により，消費電力の少ない電化製品が

流通するようになっていることについての説明を聞

き，理解する。 

・「データから考えよう」日本の再生可能エネルギーの

割合について，P.304 図 2 から読みとったことを発表

304～

306 
思  人 

P.304 図 1 から日本の発電方法の特性を読みと

り，発電方法の特性をいかした組み合わせを提

案し，原油の持続可能な利用とプラスチックに

よる環境汚染を回避した持続可能な社会に向け

た考えを表現している。 

［発言分析・行動観察］ 

P.304図2から，発電方法

の国際比較と新技術の知

識をもとにして，環境に

負荷のかからない発電方

法の組み合わせを提案

し，石油を使用しない新

技術をいかした製品につ

いて説明している。 

P.288，P.290 をもとに，

さまざまな発電方法とその

特性を説明し，ほかの生徒

との交流を通して，その組

み合わせを考えさせ，

P.305 図 5～図 8 から，石

油を使用しない新技術を紹

介し，持続可能な原油使用

とプラスチックによる環境

汚染の回避に着目できるよ



 

時

数 
主な学習活動 頁 

重

点 

記

録 

キャ

リア 
評価規準と方法 

十分満足できる生徒の評

価例 

努力を要する生徒への 

指導の手立て 

する。 

・石油が燃料・動力源・原料に使用され，その埋蔵量に

も限りがあることや，石油を使用しない発電方法や製

品が存在することについての説明を聞き，理解する

（P.305 図 5～図 8）。 

・「君ならどうする？」プラスチックによる環境汚染や

プラスチックの原料減少などについて，社会的問題と

してとり上げるべき内容を考える。 

・地球温暖化防止のためのさまざまなとり組みについて

説明を聞き，理解する。 

・「君ならどうする？」地球温暖化に対する国際的なと

り組み案を考え，発表する。 

う助言・指導する。 

3 

・「調べよう」身近な環境について調べる。 

・インターネットや文献を利用して調査方法を検討し

て，調査計画表を作成し，その計画について教員と確

認する。 
307～

308 
態 〇 自 

これまでの学習をふり返り，環境に関するテー

マを設定し，課題解決に向けた適当な調査とな

っており，また実現可能な調査計画となってい

る。 

［行動観察・記述分析］ 

これまでの学習をふり返

り，環境に関する興味の

あるテーマを設定し，適

当な調査方法を文献やイ

ンターネットで調べ，調

査に必要な道具・施設・

人材を明確にし，調査活

動を具体的に計画表に記

載している。 

P.255〜P.307 の範囲で，

どこに興味をもったか質問

し，そこからテーマを設定

させ，インターネットで検

索する際のキーワードの例

をあげ，調査方法を決定で

きるよう助言・指導する。 

4 

【実習 2】30 年後の社会のために現在の社会とどうかか

わるか 

・P.307 の「調べよう」で身近な環境について調べた結

果をグループ内で発表し，「社会とどうかかわるか」

を提案する。 

・各発表に対してグループ内で，質問や意見を交換す

る。 

・グループ発表で提案された「社会とどうかかわるか」

についてのアイディアをホワイトボードなどにまとめ

る。 

・グループでまとめた提案をクラス全体で発表し，全体

での意見交換を行う。 

・クラス全体での意見交換を受け，「社会とどうかかわ

るか」について個人で考え，そのまとめを P.309 に記

入する。 

・「Before & After」この章で学んだことをもとに自分

の考えを記述し，話し合う。 

309 思 〇 人 

P.307 の「調べよう」で作成したレポートを根拠

に，「社会とどうかかわるか」についての討議

を行い，社会全体または個人でできることを，

科学的根拠をもとに提案している。 

［記述分析］ 

適当な科学的根拠をもと

に持続可能な社会を目指

した社会とのかかわりに

ついて考え，さらに，ほ

かの生徒との意見交換を

経て，最終的に個人で社

会とかかわる行動を判断

し，文章でまとめてい

る。 

グループやクラス全体で出

た模範的な意見に着目さ

せ，この意見に対して賛同

する部分や付加する内容を

表現できるよう助言・指導

する。 

５ 
評価説明 

    
生徒へ成績の通知を行う。※前の週までで成績

を締め切って、評価を出しておく。 
  

 


